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１．議事日程（第５日目） 

  （平成１９年度安芸高田市予算審査特別委員会） 

平成１９年 ３月１６日 

午前１０時００分 開議 

於  安芸高田市議場 

 １、開 会 

 ２、議 題 

  （１）議案第４０号 平成１９年度安芸高田市一般会計予算 

 

 ３、散 会 

 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（２０名） 

   委員    川 角 一 郎      委員    塚 本   近 

   委員    明 木 一 悦      委員    秋 田 雅 朝 

   委員    田 中 常 洋      委員    加 藤 英 伸 

   委員    赤 川 三 郎      委員    松 村 ユキミ 

   委員    熊 高 昌 三      委員    藤 井 昌 之 

   委員    青 原 敏 治      委員    金 行 哲 昭 

   委員    杉 原   洋      委員    入 本 和 男 

   委員    山 本 三 郎      委員    今 村 義 照 

   委員    玉 川 祐 光      委員    岡 田 正 信 

   委員    亀 岡   等      委員    渡 辺 義 則 

 

 

 

３．欠席委員は次のとおりである。（なし） 

 

 

 

４．委員外議員 

   議長    松 浦 利 貞 

 

 

 

５．安芸高田市議会委員会条例第１９条の規定により出席した者の職氏名（２５名） 

  市 長  児 玉 更太郎  副 市 長  増 元 正 信 

  副 市 長  藤 川 幸 典  教 育 長  佐 藤   勝 

  総 務 部 長  新 川 文 雄  教育次長兼教育参事  沖 野 清 治 

  教 育 総 務 課 長  上 川 裕 芳  庶 務 企 画 係 長  中 川 雅 夫 
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  施 設 係 長  大 野 泰 典  学 校 教 育 課 長  大 下 典 子 

  学校教育課主幹兼学事係長  沖 本   博  学校教育課主幹兼指導係長  平 川 博 秀 

  生 涯 学 習 課 長  箕 越 秀 美  社 会 教 育 係 長  児 玉   晃 

  スポーツ振興係長  大 川 美 嗣  吉 田 幼 稚 園 長  田 丸 文 枝 

  財 政 課 長  垣野内   壮  吉 田 分 室 長  富 田 道 明 

  吉田教育分室図書館準備係長  吉 野 博 史  吉田教育分室教育係専門員  松 野 博 志 

  八 千 代 分 室 長  中 村 保 子  美 土 里 分 室 長  小 田 洋 介 

  高 宮 分 室 長  永 岡 サヨ子  甲 田 分 室 長  升 田 寿 子 

  向 原 分 室 長  高 橋 義 照 

 

 

 

６．職務のため出席した事務局の職氏名（４名） 

  事 務 局 長  増 本 義 宣  次長兼総務係長  光 下 正 則 

  議 事 調 査 係 長  児 玉 竹 丸  書 記  国 岡 浩 祐 
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   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時００分 開議 

○川角委員長  それでは、前日に引き続き会議を再開をいたします。 

 ただいまの出席委員は20名でございます。定足数に達しておりますの

で、これより予算審査特別委員会を開会をいたします。 

 本日の審査日程は、お手元に配付したとおりであります。 

 議案に入りますまでに、先ほど亀岡委員の方から意見が出ております

ので、ここで暫時休憩をいたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時０１分 休憩 

      午前１０時０３分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  休憩を閉じ再開いたします。 

まだ開会されないときの発言であったわけなんで、まだ委員全員もそ

ろってないし、聞かれてない方もあると思いますので、開会をして、ひ

とつ亀岡委員の発言を求めます。 

○亀 岡 委 員  委員長の許可を得ましたので、改めて申し上げたいと思います。 

 昨日、ご承知のように、明木委員が質疑、答弁の中で発言しましたこ

とは、私としては、この議員必携にあります会議規則の中で、注意した

い発言ということに該当すると思うんですよね。先ほども申し上げよっ

たんですが、これが反対側の立場、執行部の方からそういう発言が行わ

れていたら、私は議会側としては、これは人権問題として取り上げると

思うんですね。これは無礼な発言という分に当たるんですよね。少なく

とも議員は、市民の皆さんから選ばれて出していただいた、いわゆる選

良の立場にあるんです。そういう立場にある者が、こうした厳粛にして

神聖なる議場において、他人を侮辱するような発言が、これが許されて

いいのかどうか。こんなことは私は絶対に、市民の皆さんもそういうこ

とまで我々に負託を与えていただいておるとは思いません。市民の選良

に当たる私たちがきちんとみずからを姿勢を正していってこそ、初めて

選良としての立場が保持できるんであって、私はこれは決して小さくな

い問題だと思うんですね。 

 先ほども申し上げましたように、今、皆さんも日常こういったことを

中心に財政問題とか、大変な本市としても難局に直面しているときに、

ともにそれぞれの立場で最善を尽くして、最終的にその結果をもって行

政推進に当たっていかなくてはいけんのですね。今のような、とにかく

言葉じりをとらえたり、そういうようなやり方でもって、こんな大事な

ことが我々審議機関の者としてできるんですか。本当に遺憾な事態だと

思うんですね。ですから、やっぱり議会の運営というのは、憲法、地方

自治法、市の条例、規則、要綱等関係する法に照らして議会の運営をな

されておるんです。申し上げるまでもないことです。そのことは議員各

位周知のとおり、そこらの整理をきちんとやっぱりやって、初めてまと
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もな審議を行うとるということになるわけでして、私は、直ちに議会運

営委員会を開いてこの処理をしていただきたいと、こう思うんですね。

いかがですか。 

○川角委員長  以上ですか。 

○亀 岡 委 員  はい。 

○川角委員長  今、亀岡委員の方から発言があったわけでございますが、その係るこ

とについては、皆さん全員出席だったんで、きのうの状況は知っておっ

ていただくというふうに思います。それで、今、提案がございましたが、

この問題は議運でもう1回これを整理したらという今の発言であったよ

うに思うんですが、そのほか皆さんにこのことについての意見があれば、

ひとつ聞かせていただければというふうに思います。いかがでしょうか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  きのうの明木委員の発言が云々というんですが、どこの部分がどうで

あったかという明快な話がないと、私は理解できませんよ。そこを問う

てくださいよ、具体的に。 

○川角委員長  今ありましたように、その発言の部分の内容について今、亀岡委員の

指摘いただいとる、ひとつ明確にということでございますが。 

 亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  一番ええのは、録音機があるわけですから、一言一句間違いなくとい

うことになりゃ、それはそうしてもらわないけませんが。概略申し上げ

ますと、介護保険関係について、当局へ対する質疑が行われたわけです

ね。それに対しまして廣政部長の方から、私の聞いておりますことを概

略言いますと、要するにまだ制度が変わってきた中で十分そこのことが

わかり得ていませんと、そういうような意味の発言があったんですよね。

それに対して明木委員の方から、そんなことがわからんような人をそう

いう職につけてええのかと、市長の考えを聞かせと、こういうことだっ

たんですね。これ皆さん、ここで聞いておられるんで、はっきり記憶さ

れとると思いますよ。これはやっぱり議会の良識が問われますよ、こう

いうのをきしゃっとせんと。クラス会やら常会じゃないですけえね、こ

こは。そこらでもええかげんなことを言うちゃいけんような人間社会の

常識かもしれませんが、ここは、たびたび言いますように、3万3,000の

安芸高田市民の代表意思決定機関なんですよね。議員であれば何言うて

も通るんだと、ほかの者が言うたら人権問題になるんだというのが通用

するようではいけませんよ。だから言ってるんです。そういう整理がで

きんようでは議会の存在感はないではないですか。どういう発言があっ

たかいうようなことが今ごろ言われるようでは、何も問題意識がないじ

ゃないですか。 

○川角委員長  山本委員。 

○山 本 委 員  きのうのことじゃけえ、きょうですけえ、日にちはまだたっとらんの

ですし、それでちょっとここで休憩されまして、事務局長あたりがきょ

うのことをきしゃっと記録しとると思いますので、そこんところをちょ
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っと帯を開いて、そこでまた新たにきちっとしたことを報告されたら、

今の熊高委員さんの発言にもきちっとわかってくると思いますので、じ

ゃけえ、そこらのところに間違った委員長が報告されるといけませんの

で、ちょっと休憩とって、事務局のきのうの議事録的なものを記録をち

ょっと確認してはどうですか。 

○川角委員長  亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  私は、これ議会の立場が問われる問題ですので、議会の皆さんが否定

されれば否定されても構いませんよ。議会の良識を問われとる問題だと

いうことをはっきり言うておきますのでね。ですから、それから以上は

皆さんがどのような処理をされても、それに異議は言いません。議会の

判断が問われとるいう問題ですからね、私1人の議会じゃありませんの

で。 

○川角委員長  金行委員。 

○金 行 委 員  休憩ですか。 

○川角委員長  いや、入りません。 

○金 行 委 員  ちょっと出た以上は議運を開いて短時間で、この問題は大事なことも

ありますが、このことを片づけて次に行こうということですから、ちょ

っと議運の時間をもらったらどうでしょうか。 

○川角委員長  今、金行委員の方から意見がございましたが、このことについて議運

を開いて、そこでひとつ解決したらというご意見でございますが、皆さ

ん、異議ございませんか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  中身を確認されればいいことですけども、私がいろいろ説明の中で非

常にわかりにくい説明であったと、非常に制度的に複雑な状況であるか

ら、説明の内容をもう少しわかりやすくしたらどうですかという発言を

して、廣政部長が非常に制度自体が新しく、複雑であるからわかりにく

いというのは自分も認めるんだと。言葉の中身は後で確認してもらえば

いいですが、素人的なものだからというふうな言葉があったんで、明木

議員が担当部長として、そういう発言は不適切じゃないですかと、そう

いった発言をするような部長では困るんではないかというような趣旨で、

市長、どうですかということを問うたわけですね。市長は、いや、私は

任命権者としてきちっとしてくれておると思うということで終わったわ

けですから、私は何ら問題はないというふうに思いますよ。 

 以上です。 

○川角委員長  今、熊高委員から発言があったんですが、もう一度諮ります。この問

題については、先ほどありますように、議会運営委員会を開いて、その

中で一応片をつけた方がいいんじゃないかということでございまして、

先ほど聞かせていただいたんですが、ほとんどの方が異議はなしという

ことだったんで、ひとつそれでこの問題については解決をしていただい

たらというふうに思うんで、再度異議ございませんか、これについて。 

  〔異議ありの声あり〕 



324 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  委員会の中の発言でありますし、委員長もそういったことを聞いて非

常に問題があれば、委員長が問題にすべきでしょう、それは。そういう

状況の中で何ら問題もなく来て、亀岡委員の問い方もあるでしょうけど

も、そのことを一々取り上げていきよったら切りがないでしょう。委員

長の判断はどうなんですか。 

○川角委員長  きのうのことでございますので、内容については皆さん十分ご承知だ

ろうというふうに思うんですね、さっきありましたように。それで、受

けとめ方はそれぞれあるかとは思うんですが、事ここへ来て、そのよう

な発言できょう提案されたということでございますので、ひとつそのこ

とはみんなでどうすべきかいうのは、ただ委員長の判断だけでこれをど

うこうするということも、21人の議員でございますので、やはり円満に

ここらは解決しないと、ただ委員長がこうでした言うだけの権限ではい

かないんじゃないかということで、先ほどありましたように、これはあ

くまでただ委員会だけの問題でなくして、これからの大きな議会なり委

員会なり、そこらの進め方の運営の問題もあろうと思うんですね。です

から、議会運営委員会でひとつ話し合って、できるだけ円満の中で話が

つけれれば、どのように今後していくかということでひとつしていただ

ければというふうに私は判断します。 

 金行委員。 

○金 行 委 員  今の熊高委員の意見も踏まえて、議運を開いたらいいと私は再度申し

込みます。 

○川角委員長  それでは、ひとつここで議運の方を開いていただきたいというふうに

思いまして、暫時休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１０時１６分 休憩 

      午前１１時１３分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  それでは、先ほど15分まで休憩ということでご案内したと思うんです

が、皆さんおそろいなんで、ひとつこれから始めさせていただきたいと

思うんですが、異議ございませんか。 

  〔異議なし〕 

 異議なしということで、休憩を解いて再開をいたしたいと思います。 

 それでは、先ほど別室にて議会運営委員会が開催されましたので、杉

原議会運営委員長の方から委員会の結果を報告を求めます。 

 杉原委員。 

○杉原議会運営委員長  それでは、議会運営委員会から報告をいたします。 

 ただいま休憩中に議会運営委員会を開催をいたしまして、亀岡委員か

ら提起のあった件について協議をいたしました。提起のあった明木委員

の発言については、特に問題としないと判断をいたしました。しかしな

がら、厳しい発言であり、感情も入り、不快に感じられた委員もあるよ
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うですので、地方自治法第132条の規定にあります品位の保持というこ

とに留意をして、真摯に議論を進めていただきたいと要望することとい

たしました。 

 また執行部におかれましては、わかりやすい答弁に努めていただくよ

う、あわせて要望をし、報告といたします。 

○川角委員長  以上で報告は終わります。 

 続きまして、けさほど皆さんのところに19年度の当初予算説明資料の

訂正ということで資料が配付されておりますので、これを説明を求めま

す。 

 新川総務部長。 

○新川総務部長  それでは、平成19年度当初予算説明資料につきましてご訂正をお願い

をしたいと思っております。 

 この作成をいたしました19年度の当初の予算の皆さんの方にご配付を

させていただいておりますけども、中に資料の誤りがございました。コ

ンピューター等の昨年度等のそうした資料に基づいた形の中で作成をい

たしておったという状況でございます。正誤表によりまして修正をお願

いをいたしたいと思っております。大変お手数をかけますが、よろしく

お願いをいたします。訂正で大変申しわけなく思っておりますけども、

どうかよろしくお願いいたします。 

○川角委員長  それでは、説明は終わります。 

 これについて質疑がございますか。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  きょう、訂正資料をいただいたんですが、ただこれを文言を変えると

か削除するとかいうふうになっとるんですが、これは予算書についての

説明書ですので、予算にかかわることじゃなかろうかというふうな思い

がします。ただ間違いがあったから直しましたよというんでは、私は納

得できないと思いますので、そこのところを。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 新川総務部長。 

○新川総務部長  確かにお手元の方にお渡しをさせていただいております平成19年度の

安芸高田市の予算書並びに予算に関する説明書ということで、全会計の

ものを送付させていただいております。このたび皆さんの方にこうした、

本来でございますれば、この予算書に基づいて説明をさせていただくと

いうのが基本の骨格ではございますけども、昨年来から議員の皆様方の

強い要望等によりまして、できるだけわかりやすく事業別という状況の

ご意見をいただいております。そういう状況の中で、事業費予算を編成

させていただいております。そういうことの中で、この予算説明資料に

基づいてご説明をさせていただいたり、この予算書に基づいて説明をさ

せていただくということでございます。本来は、こうした皆様の方にわ

かりやすい説明ということでこの資料を作成をさせていただいておりま

すので、ご理解のほどをお願いいたしたいと思っております。 
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 以上でございます。 

○川角委員長  青原委員。 

○青 原 委 員  理解せえ言われても、なかなか理解できんのですね。これが業務委託

から人材派遣業務費になっとるわけですね。内容が違うてきとるんです

ね。内容が違えば金額も違うと思うんですね。そこらあたりのことはど

ういうふうに精査すりゃええんか。ただ文言だけ変えりゃええいう問題

でもないというふうな思いがするんですが、再度お願いいたします。 

○川角委員長  答弁求めます。 

 新川総務部長。 

○新川総務部長  先ほど来からご説明をさせていただいておりますように、昨年度のデ

ータ等を作成をいたしております。それをもとに作成をいたしたもので

ございます。正誤表の中でも、見ていただきますとわかりますように、

事業名、また人的業務委託ということで、これは人材派遣業務費という

ことで訂正をさせていただくわけでございます。予算の金額については

訂正はございません。そういう状況の中でございますので、ご理解をい

ただきたいと思っております。 

○川角委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  関連の質問ですけどね、きのうの委員会でいろいろ議論をして、市長

もかなり決断をした答弁をされておるんですよ。それに基づいてこうい

った資料も出てきておるというのは、もう皆わかっとるんですよ。担当

部長がしっかりせんからこういうことになっとるんでしょう、逆に言う

たら。その部分を全く責任のないような話をして、これで理解をしてく

ださいと言ったって、理解できるわけないじゃないですか。そういう市

長の答弁を受けて、我々はこういうふうにしたんだということをきちっ

と言わないと、これはおかしいでしょう。だから、ごまかしたような言

い方をするから理解できんのですよ。きちっと部長が責任を持った発言

をしなさいや。そうじゃないですか。 

○川角委員長  答弁求めます。 

 新川総務部長。 

○新川総務部長  確かにご指摘いただきますように、この資料の説明につきましては、

一昨日も市長の方からも内容のチェックを指示を得ておるところでござ

います。今回、こうした人材派遣ということで切りかえをさせていただ

くわけでございます。総合的なこうしたチェック体制というものが私の

方の不行き届きの点で発生をいたしたものと思っております。深くおわ

びをさせていただきたいと思っております。どうかよろしくお願いいた

します。 

○川角委員長  それでは、資料提供についての質疑は終わります。 

 議案第40号、平成19年度安芸高田市一般会計予算の件のうち、教育委

員会にかかわる部分を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

 佐藤教育長。 
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○佐藤教育長  それでは、平成19年度の予算特別委員会におけますごあいさつを申し

上げます。 

 議員の皆様方には、平素より安芸高田市の教育の推進に深いご理解と

ご支援をいただきまして、ありがとうございます。座らせてもらいます。 

 3月10日の中学校の卒業式には、お忙しい中、多数ご臨席をいただき

まして、ありがとうございました。おかげをもちまして、厳粛な中に感

動のある卒業式が挙行できたと喜んでおるところでございます。 

 20日には市内の小学校の卒業式を、4月に入りますと小・中学校の入

学式と、市内の学校にとって大きな節目となる儀式を迎えます。ご多用

とは存じますが、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 本日は、平成19年度の主要施策について説明をさせていただき、議員

の皆様方のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、国におきましては、昨年12月に教育基本法を改正し、また安倍

内閣のもとで教育再生会議が持たれ、去る1月24日には、第1次報告で教

育再生のための提言がございました。ことし4月には、義務教育段階に

おける学力の把握と向上に生かすための全国学力テストが実施され、き

め細やかな授業やいじめのない学校づくりに向けた学校力、教師力、人

間力が求められておるところでございます。 

 安芸高田市は、文部省からの是正指導によりまして教育課程未履修や

授業時間が未達成の学校はなくなり、学校は校長を中心に機能し、すべ

ての学校で授業公開ができ、閉ざされた学校から開かれた学校になって

きていると思います。また、学力については、年によって差はございま

すが、広島県の平均値より高い結果になっております。しかしながら、

いじめにつきましては、教師の把握数値よりも子どものアンケートの方

が高かったり、また不登校児童生徒の問題などの課題がございます。 

 平成19年度は、新市の将来像でございます「人輝く・安芸高田」の実

現を目指し、学校教育におきましては、わかる授業ときめ細やかな指導

力の向上に尽力し、目標とする子ども像を夢と志を持った活力ある子ど

もとして、知・徳・体の徹底をし、市民に信頼される特色ある学校づく

りに努力してまいります。 

 また、なすことによって学ぶ体験学習を重視し、安芸高田少年自然の

家を有効に活用して、集団宿泊訓練や自然体験など体験活動を行い、コ

ミュニケーション能力の向上や基本的な生活習慣の育成、学校や社会の

ルールやマナーなどの育成を図ります。 

 また、キャリア教育に取り組み、特に市内の中学校2年生は、地元の

商工会などの協力を得て職場体験を丸5日行うなど、体験を通して望ま

しい職業観や勤労観を養うとともに、学ぶこと、働くこと、生きること

のとうとさを実感させ、学校から社会への円滑な接続を図ってまいりた

いと考えております。 

 安心・安全、快適な教育環境の整備の面につきましては、本市は、老

朽化した給食施設を多く抱えておりますので、衛生的な調理場建設に早
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急に取り組むことも喫緊の課題であり、平成19年度は適地選定実施計画

策定などに取り組む予定にしております。 

 現在、建設中の市立図書館、文化ホールなどの生涯学習施設は、市民

だれしも安心して気軽に利用でき、学習や芸術・文化活動を行い、多く

の市民が集い、にぎわい、憩い、交流する場として活用できるよう、11

月の竣工式に間に合うよう準備等を滞りなく進めていきたいと思ってお

ります。 

 次に、県立少年自然の家は、施策方針にもありますように、4月から

安芸高田市が移譲を受ける計画で、現在、県立広島大学教授、市内の各

種団体の代表者等による安芸高田少年自然の家検討会議を設け、青少年

だけでなく、地域の皆さんの活用も視野に入れた有効活用の仕方で検討

中でございます。4月から9月末までの限られた期間は、教育委員会が直

営で運営し、10月から全面的な改修を行い、来春リニューアルオープン

する予定でございます。リニューアル後は、効率的な管理運営が図られ

るよう指定管理者制度の導入を基本的な方針としております。 

 文化祭につきましては、昨年、郡山城が日本100名城に指定され、史

跡案内板等の整備をし、4月から史跡探訪ができるようにと取り組みを

進められておるところでございます。また、美土里町横田の松尾城が県

の史跡に指定される見込みになりました。指定されますと、地元の皆様

の協力をいただき案内板を整備していきたいと思っております。 

 スポーツの振興につきましては、市民一人一人のライフステージに応

じた体力づくり、健康づくりなどの活動を推進するとともに、今年度は

スポーツ振興会議を立ち上げ、生涯スポーツの推進、スポーツイベント

の充実、さらには体育施設の改修等基本計画を策定していきたいと考え

ております。 

 以上、平成19年度の方針について申し上げました。 

 厳しい財政状況の中ではありますが、安芸高田の子どもたちの未来を

しっかりと見据え、「人輝く・安芸高田」の実現に努力してまいります。

議員の皆様におかれましては、より一層のご理解とご協力を賜りますよ

うお願いいたします。 

 予算の内容につきましては、次長並びに担当課長から説明させますの

で、ご審査のほどよろしくお願いいたします。 

○川角委員長  続いて説明を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  それでは、失礼いたします。私の方からは、教育費の予算の全体の概

要ということでご説明をいたします。 

 予算書の6ページをお開きをいただきたいと思います。10款の教育費

でございますが、教育費全体では16億169万円でございます。1項教育総

務費といたしましては2億6,240万9,000円、2項小学校費といたしまして

は1億5,286万8,000円、3項中学校費といたしましては9,423万5,000円、

4項幼稚園費といたしましては3,165万4,000円、5項社会教育費といたし



329 

ましては6億5,270万1,000円、6項保健体育費といたしましては4億782万

3,000円でございます。 

 続きまして、予算書の9ページをお開きいただきたいと思います。本

年度の予算額と前年度の予算額との比較が出ております。10款教育費は、

前年度に比較しまして2億2,098万4,000円の増でございます。その内訳

といたしましては、少年自然の家の広島県からの移譲に伴う国・県支出

金と地方債の増加によるものでございます。 

 次に、来年度予算における特徴的なものについてご説明をさせていた

だきたいと思います。 

 以前配られたものでカラー刷りのものがあろうかと思います。平成19

年度安芸高田市歳入歳出予算資料というものが配られたと思いますけれ

ども、そちらの4ページの方をごらんをいただきたいと思います。説明

の中で、それぞれの課長と重複することがあろうかと思いますけれども、

ご了承をお願いをしたいと思います。③の生涯学習社会の形成、学校教

育の充実の項目におきまして、新規事業といたしまして、子どもたちに

安全で栄養のバランスのとれた給食を提供することを通して、成長期に

ある児童生徒の心身の健全な発達と体位の向上を図ることを目指してい

る学校給食調理場等再編整備調査事業といたしまして、実施計画の策定

のための調査費用180万円を計上しております。 

 また、先ほどからもありますように、特別委員会でご意見等をいただ

いておりますところの青少年の健全育成を目指すとともに、地域振興会

の活動や研修など広く市民の触れ合いや交流の場としての活用を通して、

にぎわいのある安芸高田市を創出するための少年自然の家改修事業費2

億1,200万円、同管理運営事業費1,683万9,000円を計上をさせていただ

いております。 

 さらに、地域の中で放課後に子どもたちの安全で健やかな居場所づく

りを推進するための文部科学省と厚生労働省の総合的な放課後対策事業

である放課後子どもプラン推進事業のうち、放課後等に小学校の余裕教

室を活用して地域の方々の参画を得て、子どもとともに勉強やスポーツ、

文化活動、地域住民との交流活動等の取り組みをする放課後子ども教室

の開設に係る事業費325万円を計上させていただいております。 

 次に、重点事業ということで4項目挙げてございます。適応指導教室

運営事業、国際理解教育推進事業、特色ある学校づくり事業、教育情報

化推進事業でございますけれども、これらにつきましては、各担当課長

の方で説明をさせていただきますので、事業名のうち特徴的なものとい

う視点から、内容項目的に上げさせていただきますと、学校教育関係で

は、就学援助事業の拡大ということで障害児学級入級児童生徒に対する

特殊教育就学奨励費補助金74万9,000円、それから入園料及び保育料の

減免を行った私立幼稚園の設置者に対して国が所要経費の一部を補助す

るところの就園奨励事業230万1,000円でございますが、それを本年度よ

り取り組むための予算を計上をさせていただいております。 
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 社会教育費の関係でございますが、現在建築中の図書館開館準備事業

5,433万円のために書籍等の購入費用を計上させていただいております。

保健体育費の関係では、事業名としては上げておりませんけれども、先

ほどの教育長の説明にもございましたように、保健体育総務管理費の中

に平成19年度立ち上げる予定のスポーツ振興会議のための講師謝礼26万

4,000円を計上いたしまして、安芸高田市における今後の生涯スポーツ

の推進、スポーツイベントの充実、さらには体育施設の改修の基本計画

を策定したいと考えております。 

 以上、予算の概要のうち特徴的なものについての説明を終わらせてい

ただきます。 

 続きまして、総務課長の方から歳入についての一括説明をさせていた

だいた後に、各課長から説明資料に基づいての説明をさせていただきま

す。 

○川角委員長  上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  それでは、平成19年度の安芸高田市教育委員会の予算につきまして説

明をさせていただきます。座って説明をさせていただきます。 

 歳入からご説明を申し上げます。歳入につきましては、私の方で一括

説明をさせていただきます。予算書の17ページをお開きください。12款

分担金及び負担金、2項負担金、2目の教育費負担金としまして364万

8,000円を計上させていただいております。内訳は、1節の小学校費負担

金64万1,000円、2節の中学校費負担金35万6,000円、3節の幼稚園費負担

金265万1,000円であります。小学校費負担金、中学校費負担金につきま

しては、日本スポーツ振興センターの保護者負担金でございます。幼稚

園費負担金は保護者の負担金、月額6,000円掛け40名掛け11カ月分でご

ざいます。これが主なものでございます。 

 続きまして、18ページをお開きいただきます。13款使用料及び手数料、

1項使用料、7目の教育施設使用料としまして4,405万7,000円を計上させ

ていただきました。内訳は、1節の学校教育施設使用料としまして18万

円、2節の社会教育施設使用料としまして527万9,000円、3節の保健体育

施設使用料としまして3,859万8,000円でございます。学校教育施設使用

料の18万円は、川根の教員住宅の月額1万5,000円掛け12カ月分の使用料

でございます。社会教育施設使用料のうち、文化施設使用料524万4,000

円は、美土里のまなび、八千代の丘美術館、吉田歴史民俗資料館、高宮

のパラッツォ、甲田のミューズなどの入館料や使用料を見込んでおりま

す。主なものは、八千代の丘美術館の入館料120万円、吉田歴史民俗資

料館の入館料130万円などでございます。また、3節保健体育施設使用料

のうち体育施設使用料3,782万6,000円は、サンフレッチェから納めてい

ただくサッカー公園の年間使用料3,500万円と、同じくサンフレッチェ

から吉田温水プール使用料として200万円を納めていただいております

が、それらが主なものでございます。 

 21ページをお開きください。14款国庫支出金、2項国庫補助金、6目教
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育費国庫補助金といたしまして380万8,000円を計上させていただいてお

ります。主なものとしましては、ごらんいただきますように、1節小学

校費補助金が要保護及び準要保護児童援助費補助金6万7,000円、特殊教

育就学奨励費補助金32万2,000円、2節の中学校費補助金が、要保護及び

準要保護生徒援助費補助金として12万3,000円、寄宿舎住居費補助金と

して247万8,000円、3節として幼稚園費補助金76万6,000円でございます。

この教育費国庫補助金につきましては、予算書、前年度のところをごら

んいただきますと、244万円が計上してございましたが、今年度は136万

円程度上がっておりまして、この主な原因は、新たな補助金としまして

特殊教育奨学奨励費補助金並びに私立幼稚園就園奨励費補助金を計上し

たことであります。 

 次に、22ページをごらんください。14款国庫支出金、3項委託金、こ

こで廃目になりました教育費国庫委託金300万円の減額は、国の委託事

業でありました子どもの体力向上推進事業が3年間で終了したことに伴

いまして、廃目となっております。 

 続きまして、25ページをごらんください。15款県支出金、2項県補助

金、6目教育費県補助金でございます。1節の社会教育費補助金といたし

まして、1億432万8,000円を計上させていただきました。内訳としまし

ては、スポーツエキスパート事業補助金17万円、社会教育施設交付金と

して、少年自然の家に対する交付金でありますが、1億200万円、26ペー

ジをめくっていただきまして、放課後子ども教室推進事業費補助金215

万8,000円であります。放課後子ども教室推進事業補助金につきまして

は、先ほど次長の方からありましたように、川根で取り組みます放課後

子ども教室推進事業の3分の2の補助金でございます。 

 それから次に、27ページのところでございますが、15款の県支出金、

3項委託金で、廃目、教育費委託金90万円とございますが、これは豊か

な体験活動推進事業が1年間の指定を終了したということで、廃目にな

っております。 

 続きまして、ちょっと飛んでいただくんですが、34ページ、35ページ

をごらんいただきます。35ページの方ですが、20款諸収入、5項雑入、4

目雑入、3節雑入でございます。説明の欄をごらんいただきたいんです

が、教育総務課関係雑入が6万円、学校教育課関係雑入が6万円、生涯学

習課関係雑入が157万2,000円、合計169万2,000円を計上させていただい

ております。教育総務課関係の雑入は自動販売機設置料、学校教育課関

係は奨学金の貸付金の償還金、生涯学習課関係は157万2,000円でござい

ますが、八千代の丘美術館入館作家の使用する電気・水道代45万円、八

千代ふるさと農園電気料負担金24万円、サッカー公園電柱広告看板掲出

負担金16万6,000円、吉田歴史民俗資料館の図録等販売代16万円などを

見込んでおります。 

 それから、少年自然の家の改修費の財源内訳についてご説明を申し上

げたいと思いますので、予算書の80ページをお開きください。こちらの
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方の説明欄のところに、少年自然の家施設改修費2億1,200万円を計上さ

せていただいております。これの財源内訳としましては、予算書の25ペ

ージの方にちょっと返っていただきたいんですが、25ページの方で先ほ

ど説明をいたしましたが、15款県支出金、2項県補助金、6目の教育費県

補助金としまして、1節で社会教育施設交付金1億200万円を県から交付

金として受けております。この1億200万円のうち5,200万円を改修費に

充てます。残り5,000万円は、予算書41ページの方をごらんいただきた

いんですが、41ページの方に2款総務費、1項総務管理費、6目基金管理

費、1節積立金の減債基金として5,006万円を積み立ててございます。

5,000万円プラス6万円の利息ということで、5,006万円を積み立ててお

ります。1億200万円県からもらったうちの5,200万円が工事費の方に移

って、5,000万円を減債基金の方へ積み立てておるということでござい

ます。この減債基金は、後年度の地方債償還時の一般財源持ち出し分3

割相当分に充てるものでございます。 

 地方債につきまして、36ページをお開きください。36ページの21款市

債、1項市債の下の方に7目で教育債というのがございますが、ここに社

会教育債として1億6,000万円借りるようになっております。 

 予算書の80ページの方へまた返っていただきたいんですが、少年自然

の家の施設改修費2億1,200万円でございますが、79ページの方へちょっ

とお返りをいただきます。そこに本年度予算額の財源内訳とございます。

特定財源としまして国県支出金5,200万円、それから地方債1億6,000万

円、この2つを足しまして2億1,200万円の改修工事をするというもので

ございます。 

 以上、教育委員会関係の歳入につきまして概要を説明させていただき

ました。 

 次に、歳出についてご説明を申し上げます。 

 まず、教育総務課関係から説明をさせていただきます。予算書の方は

76ページからとなります。それから、予算委員会提出の資料であります

が、この分でございます。こちらの方から説明をさせていただきます。

予算委員会提出資料の45ページでございます。45ページの一番上に、教

育総務課所管部局ということで、教育委員会費319万8,000円を計上して

おりますが、これは教育委員の報酬及び委員の出張費用等、それから教

育長会の負担金等でございます。 

 それから、2つの事務局総務管理費2,209万円でありますが、教育委員

会事務局の需用費、役務費、委託料、使用料及び賃借料、負担金補助及

び交付金、償還金利子及び割引料などの経常経費が主なものでございま

す。委託料の中で、学校給食調理場再編整備調査業務委託料180万円を

計上しております。再編整備に関する調査業務を委託して、適地選定及

び整備計画の策定などを行ってまいります。負担金補助及び交付金の中

に、市内小・中学校教師の指導力向上のため、県から指導主事の派遣を

受けるための負担金899万6,000円も新規に盛り込んでおります。 
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 次に、小学校管理費（事務局）6,850万8,000円というところがござい

ますが、この事業名の予算は、教育総務課と学校教育課とが一緒になっ

て執行しております。教育総務課では、使用料及び賃借料としまして、

パソコン教室用パソコン整備費1,512万3,000円を、それから小学校13校

の工事請負費1,100万円、それから備品購入費327万円などを教育総務課

の方で執行してまいります。パソコンにつきましては、平成18年度で新

調しておりますので、それのリース料を払っていくということになりま

す。 

 それから、46ページの上のところに中学校管理費4,782万2,000円がご

ざいます。ここも学校教育課と一緒に執行するところでございますが、

教育総務課では、パソコン教室用パソコン整備費841万3,000円、工事請

負費1,200万円、備品購入費196万円などを教育総務課の方で執行してま

いります。パソコン教室用パソコンにつきましては、平成16年3月の合

併前にウィンドウズＸＰを導入しております高宮中学校を除いた5校に

18年度において新調しておりますので、それのリース料を払っていくと

いうことでございます。 

 以上、教育総務課の関係につきましてご説明を申し上げました。よろ

しくお願いをいたします。 

○川角委員長  それでは、ここで13時まで休憩をいたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午前１１時５５分 休憩 

      午後 １時００分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を再開をいたします。 

 執行部からの説明を求めます。 

 大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  よろしくお願いします。それでは、学校教育課が所管をしております

予算の歳出につきまして説明をさせていただきます。 

 予算書の方は76ページ、77ページをお開きください。説明資料につき

ましては45ページ、46ページをお開きくださいませ。平成19年度の予算

編成に当たりまして、学校教育課といたしましては、安芸高田市総合計

画の推進を基本といたしまして、特に次の2点を意図して予算計上をさ

せていただきました。 

 1点目でありますが、義務教育の教育内容の水準を確保しつつ、安芸

高田市の特性を生かした教育の推進ができること。それから2点目であ

りますけれども、教育予算、各校の調理場の平準化・効率化を図るよう

予算を精査をすると同時に、個別のニーズに対応できる就学援助等のき

め細やかな行政サービスの提供ができるようにすること。それらを意図

いたしまして、予算計上をさせていただいております。 

 それでは、予算書の76ページの2目事務局費のうち学校教育管理費

（事務局）と説明欄にございますけれども、1億3,045万9,000円を計上
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させていただいております。この学校教育管理費は、事務局で学校教育

の充実を図るために一括管理をいたしまして、事業推進を行うための予

算であります。 

 主な状況について説明をいたします。説明資料の方では、45ページの

上から3つ目、学校教育管理費（事務局）とあるところでございます。

まず、国際理解教育推進事業でございますが、この事業は、外国語指導

助手を招致をいたしましたり、あるいは小学校の英語活動の充実のため

の指導をいたしまして、豊かな国際感覚を養い、英語の授業改善あるい

は英語力の向上と、そういったものを目的として展開する事業でござい

ます。事業費2,209万8,000円のうち、主なものは、ＡＬＴあるいは国際

理解講師の報酬1,894万8,000円でございます。 

 次に、就学援助事業でございますが、1,826万円を計上させていただ

いております。この事業は、次長が概要のところで申しましたように、

今年度、少し拡大をいたしまして、経済的な理由等により就学に支援が

必要な児童生徒保護者への援助事業でございます。具体的には、小・中

学校児童生徒の保護者に対する就学援助費の給付、それから障害児学級

に在籍をしております児童生徒の保護者に対する就学援助費の給付、そ

れから高等学校、大学等へ進学をする生徒・学生への奨学金の貸し付け、

私立幼稚園事業者に対する幼稚園就園奨励費の助成等でございます。 

 続きまして、特別支援教育推進事業1,578万円を計上させていただい

ております。市内の小・中学校に配置をいたします教育介助員8名分の

報酬1,566万4,000円、そのほか就学指導委員会委員の報酬、旅費等を計

上させていただいております。 

 次に、適応指導教室運営事業でございますが、適応指導教室運営事業

と申しますのは、不登校児童生徒の教育相談体制の充実、学校復帰の支

援を目的といたしまして設置をしている教室でありますが、755万2,000

円を計上させていただいております。そのうち主なものは、所長、それ

から指導員等の報酬655万2,000円でございます。そのほか、こちらの説

明資料の方には書いておりませんけれども、特色ある学校づくり事業費

として736万3,000円、それから学力向上事業として661万4,000円の計上

をさせていただいております。 

 続きまして、小学校費、中学校費について説明をさせていただきます。

小学校費でございますが、予算書の方は77ページでございます。説明資

料の方は、続いて45ページをごらんください。小学校費1億5,286万

8,000円の計上をさせていただいておりますけれども、事務局費、それ

から共同事務室2室、そして小学校13校の管理運営にかかわる経常経費

を計上しております。小学校の管理費、事務局費につきましては、上川

教育総務課長の方が説明をさせていただきましたので、繰り返しません。

共同事務室の方でございますが、事務の効率化を図り、共同で処理でき

る共通の事項、例えば燃料費、水道代、ガス代の支払いでありますとか、

校舎内の清掃、警備委託等の委託料、それから事務機器のリース、そう
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いったものを各学校の方からこちらの方に集約をして計上をしておりま

す。 

 各学校におきましては、予算書の77ページの方の説明の欄にそれぞれ

の額をお示しをしております。各学校の独自の講師謝礼でありますとか

教材等の消耗品、それから通学助成等の補助金、そういったものを計上

しております。この小学校で、甲立、それから小田東、そして小田、向

原小につきまして若干予算配分が多くなっておりますけれども、これは

共同事務室が甲田、向原にはまだ設置をされておりませんので、他の学

校では共同事務室の方に予算を配当しているところを学校に配当してい

るために、それから甲田3小学校については自校給食が実施をされてい

るために、若干他の学校よりも多額になっております。 

 続きまして、中学校費の説明をさせていただきます。予算書の方は78

ページ、それから説明資料の方は46ページの方をごらんください。中学

校費でございますが、9,423万5,000円を計上させていただいております。

事務局費、共同事務室2室、それから中学校6校、そして朝光寮の管理運

営にかかわる義務的な経常経費を計上しております。共同事務室でござ

いますが、小学校と同様、事務の効率化を図るために共通で処理できる

ものを予算計上しております。内容につきましては、小学校のところで

申し上げたとおりでございます。 

 各中学校のそれぞれの配分予算は、78ページの説明欄にお示しをして

おりますけれども、甲田中、それから向原中学校につきましては、小学

校と同様、共同事務室が本格実施でないといったことで学校の方に予算

配当しておりますので、他の学校よりも多額になっております。 

 78ページ、79ページの幼稚園費につきましては、園長が参っておりま

すので、後ほど園長の方が説明をいたします。 

 最後に、予算書の方は84ページ、説明資料46ページをごらんをいただ

きまして、6項の保健体育費、3目学校給食費についてご説明を申し上げ

ます。学校給食費でありますけれども、1億6,458万1,000円のうち、説

明欄にございますように、人件費の部分を除きまして学校給食総務管理

費、それから5つの学校給食共同調理場の管理運営費についてご説明を

いたします。学校給食総務管理費につきましては、5つの調理場で一括

をして事務処理をいたします電気・電話代、それから調理員の腸内検査、

害虫駆除あるいは機械保守点検の委託料等を一括してこの総務管理費の

方に計上し、一括処理をいたします。それから、5つの調理場センター

の管理運営費は、それぞれここにお示しをしております額でございます

けれども、向原学校給食センター以外は給食配送の運転の業務委託料が

含まれておりますので、額が高くなっております。向原の学校給食セン

ターについては運転業務委託料が含まれていないということで、他と比

べて低くなっているということでございます。 

 それでは、幼稚園費につきまして田丸園長の方が説明を申し上げます。 

○川角委員長  田丸吉田幼稚園長。 
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○田丸吉田幼稚園長  よろしくお願いします。説明資料の46ページ、予算書の78ページをご

らんください。吉田幼稚園の事業費713万1,000円について説明をさせて

いただきます。主なものといたしましては、報酬260万8,000円、これは

内科・歯科検診の医師報酬と嘱託教諭の報酬でございます。需用費113

万4,000円、委託料81万3,000円、これは業務委託料、調査設計委託料、

保守点検委託料を計上いたしております。工事費200万円でございます

が、これは下水道の接続工事費でございます。 

 主なものといたしましては、以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○川角委員長  続いて、箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  よろしくお願いします。それでは、生涯学習課におけます事業費の説

明をさせていただきます。 

 47ページでございます。予算書では79ページになろうと思います。ま

ず、社会教育総務管理費でございますが、事業費といたしまして6,211

万5,000円、その事業概要でございますけれども、各種審議会運営経費、

これは主に各種審議会、社会教育委員会議報酬とか公民館運営審議会に

おけます委員さんの報酬でございます。非常勤特別職員人件費並びに活

動費でございますが、これにつきましては、吉田歴史民俗資料館館長ほ

かの非常勤の特別職におきます人件費でございます。人材派遣業務費で

ございますけれども、2,982万3,000円でございますが、これは市内の図

書館の司書の人材派遣業務費に当たるものでございます。 

 続きまして、社会教育施設維持管理費でございますが、予算書の80ペ

ージをごらんいただきたいと思います。事業費で9,105万円、内容でご

ざいますが、社会教育施設の光熱水費や業務委託料などの維持管理経費

でございます。いろいろ社会教育施設がございますので、それに伴いま

す維持管理費ということでございます。社会教育施設の指定管理による

業務委託でございますが、2,618万3,000円、これは市内の八千代のフォ

ルテ、吉田歴史民俗資料館、向原若者センター等の業務委託料でござい

ます。甲田深瀬コミュニティー会館駐車場用地造成工事261万円、これ

は今年度、用地買収、登記が完了いたしましたので、造成工事に入らせ

ていただくということでございます。 

 市民ギャラリー向原管理事業107万6,000円、これは地元振興会の方に、

向原町地域振興会連絡協議会というところに業務委託をさせていただい

ております。それの人件費でございます。その他社会教育施設維持修繕

工事、これは甲田ミューズのエアコンの取りかえ、また向原若者センタ

ーにおけます屋根の防水工事が含まれております。 

 続きまして、少年自然の家管理運営費でございます。1,649万9,000円、

これは安芸高田少年自然の家の管理運営事業費でございますが、その内

訳として、需用費が205万1,000円、これは主に電気・水道代でございま

す。役務費、電話代、各種点検料47万1,000円です。そのほか業務委託

料として、警備、食堂業務が主でございます。 
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 続きまして、少年自然の家施設改修費2億1,200万でございますが、そ

のうち改修工事費に対しましてが2億円、また消耗品、これはパンフレ

ットの印刷とか、県の看板になってますので、これを市に改めるといっ

たものにつきまして100万、委託料、これは本設計の設計監理委託料で

1,000万、工事費が2億円、そのほか備品、これが100万円、これは新し

く研修室というのを今つくるように計画をしておりますので、それに対

する机とかロッカー代に充てようという計画でおります。 

 それと、青少年教育事業費でございますが782万1,000円、これは成人

式の開催事業費でございます。これは190万7,000円でございますが、主

に講演会業務委託料でございます。それと放課後子ども教室推進事業、

これにつきましても、次長の説明の中にございましたように、川根地区

の小学校区において325万円の事業費で実施をしていきたいということ

でございます。児童演劇地方巡回公演、もと、さわやかこども劇場とい

う呼び名でやっていた事業でございまして、これは32万9,000円、それ

と市子ども会連合会の補助金を64万8,000円ということでございます。 

 成人教育事業費188万3,000円、これはＩＴ基礎技能習得講座、これは

俗に言うパソコン講座でございますが、これは全市にわたって実施をし

ております。主に開催委託料として151万2,000円、その委託料に組まさ

せていただいております。 

 続きまして、48ページをお開きいただきたいと思います。家庭教育事

業費でございますが、77万5,000円、家庭教育講座開催事業費、主にこ

れは家庭教育講座の教室講師謝金が26万円、市ＰＴＡ連合会支援事業、

これは補助金でございますが、45万円、この補助金の中身については、

主に研修費、旅費に使われているようでございます。 

 人権教育事業費でございますが、63万5,000円、これは人権教育指導

者研修会開催事業としまして、これは社会教育委員とか公民館運営審議

会とか図書館協議会の委員さんに主にお集まりをいただいて、人権学習

をしていただくという、講座をしていただくという費用でございます。 

 それと、教室講座開設事業費でございますが、620万1,000円、高齢者

大学開催事業費として249万3,000円、それに市民セミナー開催事業費で

130万1,000円、これらの中身は、主に講師謝礼でございます。その他各

種教室・講座の開催事業240万7,000円、この中にも高齢者大学におきま

すバスの借り上げ料等も含まれております。 

 続きまして、図書館事業費でございますが、297万9,000円、これは市

内図書館6館の運営事業費でございまして、ただし、これは人件費部分

は除いてございます。図書資料等の購入費で242万3,000円、また図書館

啓発事業費として21万4,000円でございます。図書館開館準備事業費で

ございますが、5,433万円、これは総合文化保健福祉施設内におけます

中央図書館の開館準備事業費でございます。主なものといたしましては、

図書館資料等の購入費4,036万1,000円、この内訳は、新刊図書の2万冊

を購入をしていきたいということでございます。施設備品購入費240万
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円、これは図書館内の設置をされる立て案内板とか申しますか、サイン

と申しますけども、それを購入をしていきたいと。図書館新システム対

応事業費でございますが、730万円、これは図書データ作成委託、また

新図書館におけますシステムにおけるリース代ということでございます。 

 続きまして、国際交流事業費でございますが、561万5,000円、これに

つきましては、今年度同様、ニュージーランド、シンガポール、それぞ

れ交流をしていただくという事業費で計上をさせていただいております。

また、あわせてニュージーランドの市民派遣も含まれております。 

 文化・芸術振興事業費でございますが、1,800万3,000円、これは文化

ホールの活用事業費としまして343万円、これは文化ホールがオープン

しまして、こけら落とし公演、またＮＨＫのラジオの公開録音が今現在、

計画をされております。それに対する事業費でございます。それに、八

千代の丘美術館運営事業費836万4,000円、市民ギャラリー向原運営事業

費74万円、これは現在、和高節二さんの絵の展示をさせていただいてお

りますけども、これに加えまして吉田町の佐々木辰也さんの絵も今年度

贈呈をいただくということになってますので、それに対する表装代とし

て74万円を計上させていただいております。市文化団体連合会補助金で

ございますが、100万円、各地区文化祭実行委員会補助金が139万8,000

円でございます。 

 それと、49ページをお開きいただきたいと思いますが、予算書の82ペ

ージでございます。歴史資料等保存活用事業費でございますが、616万

5,000円、これは歴史民俗資料館の運営事業費でございます。これはや

はり人件費等は別途でございます。歴史資料等の巡回展実施事業46万

7,000円でございます。それと、文化財保護事業費でございますが、655

万8,000円、指定文化財等の保護活用事業でございまして238万円、これ

は試掘等も年間何件かございまして、それとか案内板の改修工事費、階

段の工事等も含まれております。 

 日本100名城・郡山城跡整備事業費でございますが、これは旧本城の

草刈り業務等の費用でございます。伝統文化保存伝承団体等補助金253

万5,000円でございます。 

 それと、保健体育総務管理費でございますが、828万9,000円、これは

スポーツ振興推進のための事務局事業費でございまして、教育長のお話

にもありましたように、スポーツ振興会議を立ち上げまして、26万

4,000円、これにつきましては、10人程度の委員さんで構成をしていた

だいての報償費でございます。スポーツ奨励金20万円、これは年間通し

ての全国大会等に出場されます方につきましての祝い金でございます。

サンフレッチェ支援事業でございますが、171万円、それと人材派遣業

務費として美土里の体育センター488万4,000円でございます。 

 それと、体育施設維持管理費でございますが、体育施設の維持管理を

行い、利用の拡大を図るということで、直営施設36施設、指定管理施設

8施設、学校開放施設18、委託料込みで1億7,360万3,000円でございます。
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指定管理をしておりますのは吉田運動公園、サッカー公園、温水プール、

美土里の森交流空間、それと美土里の運動公園、各Ｂ＆Ｇ、八千代、高

宮、美土里の8カ所でございます。それと、工事請負費でございますが、

これは750万、戸島の農村広場、電気取りつけ工事、また甲立多目的広

場におきます駐車場の舗装工事が含まれております。備品購入費でござ

いますが、77万7,000円、これは毎年継続で購入をさせていただいてお

りますけれども、ＡＥＤ、これを2台購入予定でございます。毎年、社

会福祉協議会からの方も2台程度寄贈していただいておりますので、恐

らく4台整備ができるんじゃないかなというふうに思っております。 

 スポーツ団体育成事業費1,301万円、市内スポーツ団体の育成を図る

ための予算でございまして、8団体、市体育協会、スポーツ少年団、み

つやの里スポーツクラブ、サッカー協会、サンフレファンクラブ等でご

ざいます。 

 それと、スポーツ教室・大会等の開催事業費でございますが、422万

9,000円、これはスポーツ教室・大会等の開催の費用でございまして、

これは、大会を開いたときの体育指導員等に実際に出ていただいて活動

していただくということに対しましての報酬が含まれております。それ

と、講師謝礼165万8,000円、これは各スポーツ教室を開催しております

けれども、スキー教室等、またスポーツエキスパート活用事業等の謝金

でございます。 

 スポーツ指導者等育成事業費でございますが、187万8,000円、体育指

導員等の報酬及び費用弁償でございますが、今年度、体育指導員の協議

会が安芸高田市で開催されると。それに伴います体育指導員の報酬等も

含まれております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  それでは、以上をもって説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 秋田委員。 

○秋 田 委 員  私は、こっちの方の説明資料と、それから予算資料ですか、こっちに

基づいてちょっと質問させていただきます。それで、説明資料の方の45

ページで、学校教育管理費です。この中で何点か質問させていただきた

いと思います。 

 まず、1点目といたしましては、国際理解教育推進事業ですね、この

件でお伺いしますけども、これは昨年に比べると減額予算となっており

ますけども、減額された部分が昨年の資料では、何か英語指導助手5名

分とか国際理解講師の報酬であるとか、それから小学校英語指導業務委

託料という形での予算計上だったと思いますけども、その中でどの部分

が減額になったのかということが1点。 

 それから、特色ある学校づくり、こっちの歳入歳出説明資料でしたか、

予算資料で。ここの中での質問をさせていただくんですが、今年度が

736万3,000円の予算で、昨年が977万円の予算だったんですが、これが
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昨年もかなりの減額になり、また今年度もかなりの減額となりますよね。

そこらあたりで、本市が進めている特色ある学校づくりにある程度影響

があるんではないかというような気がするもので、質問させていただく

わけですが、影響があるのかないのかが1点。 

 それからもう1点は、学力向上推進事業ですね、こっちの資料の方の。

これは、今度は逆にかなりの増額になっていますね。そこらあたりの増

額の理由が、先ほど教育長さんも何か説明の中では、今年度は全国学力

テストとかございますけど、そことは思わないんだけども、ちょっとか

なりの増額になっているので、その内容的なことを教えていただきたい

と思います。 

 以上です。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  それでは、3点のご質問であった思いますけれども、1点目の国際理解

教育推進事業が今年度、減額をしておる理由でございます。昨年度は、

ＡＬＴ5名、それから国際理解講師、そして小学校英語活動の指導業務

の方も200万以上の、ごめんなさい、正確な数字を今申し上げられませ

んけれども、そういった内容を含んでおりましたが、今年度、5名おり

ますＡＬＴのうち1名が8月に帰国をいたします。その補充を8月以降い

たしません。ですから、7月までＡＬＴ5名でありますけれども、8月以

降はＡＬＴが4名ということで予算計上をしております。国際理解講師1

名は変更はございません。 

 それから、英語活動の指導委託業務でありますけれども、18年度、高

額の委託料で、かなり綿密な指導をしていただきまして、今年度は34万

2,000円を計上いたしまして、引き続き指導していただくということが

あります。そのあたりで、昨年度よりは若干減額になっております。Ａ

ＬＴは減りますけれども、指導時間等につきましては大体今年度並みを

維持ができるということに目算が立ちましたので、補充をしないという

ことに考えております。 

 それから、次の2点目の特色の減額の理由でございますが、おっしゃ

っていただいたように、特色ある学校づくり事業というのは、この事業

が一番学校の力を試されますし、学校の力がつけられる事業というふう

には考えております。今年度いろいろ精査をいたしましたけれども、例

えば教育長も申しました、各学校を全部授業公開をするというようなこ

とをいたしましたけれども、講師を呼んで厚い研究紀要をつくって、す

べての学校が研究公開をしていくわけですけれども、そのための費用も

特色ある学校づくりに18年度は含まれておりましたけれども、これが職

員同士の学びの場になかなかならないというのは、全部19校が公開しま

すので、19校の公開に全部参加をして学ぶということができませんので、

ここを精査をいたしまして、安芸高田教育推進会という教員の研究団体

がありますけれども、そこと市教委の方が一緒に連携をして研究公開を
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3年に1回のサイクルでやって、そこに全職員なり半分の職員なりが参加

ができて、授業を学んだり、講師の講演から学んだりというような体制

にしようと。多忙化も言われておりますので、本当に実のある研究公開

をしていこうということで、そのあたりの研究公開のための費用が減ら

してあります。 

 それから、さまざまな伝統的な地域での体験活動をさせていただいて

るわけですけれども、やはりあれもこれも、これもあれもやるではなく

て、これからの学校教育というのは優先順位をつけて選択をして、それ

からそこを集中してやると、そういったような学校経営に切りかえない

と、本当に一人一人の子どもを見ていく時間といいますか、そういうも

のを確保できなくなるのではないかという危惧がありますので、そうい

った意味でも、特色ある学校づくり事業を精査をいたしました。19年度

になって新たに学校長の方から経営計画書を出してもらいますけれども、

今、18年度の末にというか、この予算編成時期に19年度の大体の予算書

を上げていただいた結果、こういう形にいたしました。影響はあるのか

ということでありますけれども、影響がないように、選択と集中が効果

的に発揮できますように支援をしていきたいというふうには思っており

ます。 

 それから、3点目の学力向上推進事業の増額でございますけれども、

これは一番の増額の理由は、学力テストでありますけれども、18年度は

基礎基本の定着状況調査、これは県の、対象が小学校5年生と中学校2年

生であります。それを実施して、それからＮＲＴという、全国学力標準

検査というものを小学校2教科、中学校3教科に絞りましてやっておりま

した。19年度は、まず基礎基本は5年生、中2でやるんですが、今度6年

生と中3に、教育長が申しました全国学力テストがあります。それに加

えまして、ＮＲＴをやめて、今度、業務委託として小学校は国語、算数、

それから学習意識調査という3教科を2年生以上全児童に、中学校につき

ましては、1年生が国語、数学、理科、社会、学習意識調査のいわゆる5

つを中学校1年生に、そして2年生と3年生につきましては、それにさら

に英語を加えて、小学校2年生以上でありますけれども、全児童生徒に

実施をいたします。 

 なぜこういうふうな切りかえをしたのかと申しますと、今度、委託を

していきたいというところは、学習意識調査、基礎基本で明らかになっ

た課題というのは、点数はとれるんだけれども、授業が楽しみであると

か、授業が好きであるといったことの学習意欲が随分低いと、そういっ

た課題が明らかになりましたけれども、そのあたりの相関関係の分析も

してもらえる。それから、毎年、学力の状況を報告させていただきます

けれども、母体が毎年、学年が違いますので変わりますので、安芸高田

の全体の学力の状況がどうなっているのかということについて継続調査

をしていきたいということ。それから、授業改善について、この業務委

託の中で専門的な助言をしてもらえるということ。そういった理由で、
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この学力調査をさらに質的なアップを図りたいということで増額になっ

ております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  秋田委員。 

○秋 田 委 員  本当に親切丁寧な説明をいただきました。 

 私、これ質問をさせてもらいましたのは、特色ある学校づくりにして

も、それから学力向上、これにしても、国際理解教育等も含めたときに、

これ全部関連性はあると思うんですね。あくまでも先生の責務、それか

ら児童生徒の努力というのは、これが一体となって初めて成り立つよう

な気がいたします。その中で、どうしても例えば不行き届きの点という

か、予算の計上上で足りない部分もあったりすると、それは即教育に影

響することでございましたので、お伺いしたいんですけども。特色ある

学校づくりでは、公開講座等の減少によって経費を抑えてるんだという

ことを伺いました。 

 今、叫ばれているのが教員の資質向上であり学校改革であるわけです

が、それが影響がないということになれば、これ以上私が申し上げさせ

てもらうことはございませんけども、現実そこの学校長を中心にそうい

った学校づくりをされているところの所管をされてるのが教育委員会で

ありますので、そこのところはしっかり今後とも、いろんな意味で、ま

た私たちにも情報をいただきながら、取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○川角委員長  答弁は要りますか。 

○秋 田 委 員  いいです。 

○川角委員長  続いて、質疑ございますか。 

 青原委員。 

○青 原 委 員  2点についてお伺いをいたします。 

 1点目は、47ページの青少年教育事業費の中の放課後子ども教室推進

事業について、詳細について説明をいただければというふうに思います。

といいますのも、これは放課後児童クラブ等々の関連がありますので、

運営費等々のことも含めて説明をしていただきたいというふうに思いま

す。 

 それと、2点目は、保健体育総務管理費の中で説明を受けたんですが、

全国大会等々に行ったときの奨励金もここで出るようになっております

ね。ただ、今の全国大会に行く児童生徒については、やはりそれに父兄

もついて行かれると思うんですね。やはりそういうところでもう少し援

助していただけないかというふうなお願いなんですが。といいますのも、

父兄の負担がかなり多くなっとるんですね。きのうもそういう話をちょ

っと聞きましたので、全国大会ということになると、やっぱり市の代表

として行くわけですから、そこら辺を加味していただいて、必要最小限

のことになるかと思うんですが、子どもたちにそこで十二分の力が発揮
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できるような体制づくりをしていただけないかというふうに思いますの

で、そこら辺の考えをお伺いいたします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  では、私の方から1点目の放課後子どもプランにつきましてご説明を

申し上げたいというふうに思います。 

 この放課後子どもプランといいますのは、新しい国の事業ということ

になります。これまで子どもたちの放課後の安全で健やかな活動場所と

いうのを確保するということで、さまざまな形でその辺の対策は考えら

れていたわけですけれども、それが厚生労働省側のものと、それから文

部科学省側のものとあったわけでございます。そういう中で、これらの

文部科学省、それから厚生労働省の両方のものを何とか一体的に、ある

いは連携しながらやることはできないものかといった形で出てきたのが

放課後子どもプラン推進事業ということでございます。その中で来年度、

本市が取り組みます内容は、文部科学省の側の放課後子ども教室という

ことで本年度、取り組みをさせていただく予定にしております。これは、

実は現在のところでも県の要綱がまだできてないという状況がございま

す。 

 そういう中で、この事業をどのようにするかということを教育委員会

としても考えておったわけでございますけれども、非常に内容的に不明

な部分が結構ある状況がございました。それから、これは地域の方々に

ボランティア的な援助をいただきながらやっていくというような内容の

ものでございますので、例えばコーディネーターであるとか、あるいは

安全管理を指導していただける方であるとか、学習指導をしていただけ

る方といったところを地域の方にお願いをしなきゃいけないというよう

な状況がございます。 

 さらに、活動の内容といいますか、カリキュラムを考えるといったよ

うなことがございますので、そういったところの準備をするのに、なか

なか全体像が見えないという状況がございましたので、安芸高田市とし

ては、これは最初からこれに飛びついて、非常に難しい、お金もかかる

ことでもあるし、難しいような状況になってもいけないということがご

ざいまして、当面は見送る予定にしておりました。 

 ところが、児童クラブの方が高宮町だけが残っておるという状況がご

ざいまして、その中で、10人以上でないとそれが組織できないというこ

との中で、来原小学校と船佐小学校については、人数的には基準をクリ

アできるということで進められておったわけですけれども、川根地区に

つきましては10人が集まらないという状況で、これは何とかならないも

のかというような話の中から、それでは、この放課後子どもプランを取

り組んでみたらどうだろうかということで今回、始めさせていただくと

いう内容となっております。 

 そういうことで、現在進めておるわけでございますけれども、当初の
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予定から見ると非常に変わってきてるような状況もございます。また、

他市の状況を見ましても、大きいところでいいますと、広島市とか呉市

とか三次市とか庄原市、これらはまだどういう状況かわからないという

中で、これは取り組まない方がいいと判断をしておられるようですけれ

ども、安芸高田市としては、今のような経緯の中で、まず川根地区で取

り組んでみて、そしてその成果を今後、普遍ができるものであれば考え

ていきたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○川角委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  奨励金の質問でございますけれども、これにつきましては、奨励金の

補助要綱というのがありまして、大会の行われる地域によって金額の分

類をさせていただいております。先ほどの話でございますけれども、十

分な対応というようなことをおっしゃっていただきました。これにつき

ましては、他の市町等もちょっと調査をさせていただきまして、今後、

研究をさせていただきたいというふうに思います。 

○川角委員長  青原委員。 

○青 原 委 員  今の奨励金の分についてはるる研究をしていただいて、十分とまでは

いかんにしても、できる限りのことはやってあげたいという私も気持ち

を持っておりますので、研究をしていただきたいというふうに思います。 

 次に、放課後プランの分については、児童クラブとの関連があろうか

というふうに思うんですね。ただ、やってはいけん言うんじゃないんで

すよ。ぜひやってもらいたいんですが、このことが今の児童クラブにど

う影響するのかいうことも踏まえてやっぱり研究をしていただきたいと。

それは子どもは皆ひとしくそういうのに適用できれば、これが一番いい

んですが、だから、今後どういうふうな形で児童クラブをなくして今の

放課後プランに全部するのかとかいうふうなお考えがあるかないか。 

 ただ、今、児童クラブ、児童館については月額3,000円という使用料

を取っておりますね。その分について、やはり不公平があってはいけん

のんじゃないかという思いがするんですが。事情が事情ですので、そこ

の云々いうのはわからんですけど、どっちかに統一できるもんなら統一

をしていけばええんじゃなかろうかなというふうな思いがしております

ので、再度そこのところをご答弁をお願いします。 

○川角委員長  答弁求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  この放課後子ども教室ということでございますけれども、この内容は、

将来的にそれぞれの小学校で一本化されるというような話もあるわけで

ございますけれども、しかしながら、これが基本的に並行してしばらく

は取り組まれるという状況にございます。そういう中で、今おっしゃい

ましたように、手数料といいますか、使用料3,000円というところのも

のが児童クラブでございます。そこら辺のことも今後どう考えていくか

ということがあるんですけれども、基本的には制度自体が違うというこ
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とでございますので、その制度の違いというのを大事にしながら、しか

しながら、今のような均衡といいましょうか、バランスといいましょう

か、そういったようなものも考えていかなければいけないと思います。 

 特にご指導いただく方については、非常にボランティア的な内容にな

っておりますので、放課後子ども教室の場合は非常に時給も安いといっ

たような状況もございます。児童クラブの場合は、それに比べて高いと

いうような状況がございますので、そういった面にも配慮しながらやっ

ていくべきであって、すべてをすぐに放課後子ども教室という形にする

のはまずいんじゃないかというふうに思っております。そこらを研究を

しながら、今後取り組んでいきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  青原委員。 

○青 原 委 員  ありがとうございます。私が尋ねたのは半分ぐらいは答えてもらった

かなという思いはしとるんですが。やはり子どもたちはええわけですよ。

ただ、保護者の人がどういうふうな思いをしてるかということがあるん

で、そこらもしっかり精査していただいて研究をしてもらいたいという

ふうに思います。これはぜひ実現をしていただきたいという思いは持っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○川角委員長  答弁はいいですか。 

○青 原 委 員  いいです。 

○川角委員長  ほかにございますか。 

 赤川委員。 

○赤 川 委 員  2点ほどお伺いいたします。 

 先ほどの秋田委員の質問されました管理費の中の関連があるかと思い

ますけれども、説明資料の45ページ、適応指導教室運営事業についてお

伺いいたしますが、この事業については平成17年に始まったというふう

に記憶しとるわけでございますけども、3年目を迎えるわけでございま

す。この事業の予算も年々減額になってきておる状況でございますが、

この経緯と成果と今後の取り組みについてお伺いをいたします。 

○川角委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  19年度で3年目をスタートするわけですけれども、17年度は在籍の子

どもが5人でスタートいたしました。今現在11名の子どもがおりますけ

れども、まず成果になろうかと思いますが、このあすなろ学級ができる

まで、本当に自宅から一歩も出ることができなかった子どもがあすなろ

教室に通い、そしてあすなろ教室の指導員に連れられて、例えば学校の

文化祭でありますとか、それから授業の教科を選択して、自分が得意な

体育の授業でありますとか、特色ある教育活動の中でトランペットの演

奏の場面でありますとか、指導員に連れられて学校に不定期ではありま

すけれども、出かけていけるようになりました。学校復帰ということの

目標からいきますと、この2年間、卒業を機に高校へ進学をしていった
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子どもが2人ということがございますけれども、この学校復帰に至るま

でにステップを今、適応指導教室の子どもは踏んでいる最中であります。

そういった意味では、非常に成果としては出ているというふうに教育委

員会としてはとらえております。 

 事業費の減額ということにつきまして、特に大きな変更はございませ

ん。例えば施設に関する整備費でありますとか、それから教材をそろえ

たりといったような、そういったものが若干減額をしておりますけれど

も、19年度も所長1名、指導員2名を配置をさせていただきたいというふ

うに予算の方は計上しております。適応指導教室を設置したことにつき

ましては、大変効果があるというふうに思っております。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 赤川委員。 

○赤 川 委 員  もう1件、45ページの下の項でございますけれども、共同事務という

のがあるわけでございますが、小学校も中学校もあるわけでございます

けれども、甲田、向原がどちらもないんですね。この共同事務すること

よってメリットが、あるいはデメリットがあれば、ひとつ詳しくお聞か

せいただきたいと思います。 

○川角委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  共同事務室でございますが、設置の経緯でありますが、共同事務室を

県の方が方向づけまして、まず旧高宮町の時代に本格実施の共同事務室

を設置して、そこから合併をいたしまして3ブロックに共同事務室を設

置をしようという動きになりまして、今3ブロックのうちの2ブロックほ

ど本格実施の共同事務室が設置をされております。県の方も、向原、甲

田についても本格実施の共同事務室をということは大変強く考えてくれ

ておりますので、大変近い将来的には3つの共同事務室が設置をされる

と私どもは思っております。 

 共同事務室のメリットでありますけれども、学校事務職員というのは、

それぞれの学校で1人職場であります。ですから、職能成長というのが、

同じ職種の先輩から学ぶといったことがなかなかできません。自分1人

で学校事務処理をいたします。管理職がチェックをいたしますけれども、

専門性というところで若干心配なところもありますので、自分1人でチ

ェックをいたしますので、書類にもミスが起きやすいといったようなデ

メリットがございました。それを克服するために共同事務室で、例えば

県費負担教職員の旅費の処理でありましたら、旅費の処理を1人が担当

いたしまして、それを共同事務室の所属校の旅費を全部見ると。あるい

は手当、例えば通勤手当でありましたら、通勤手当の事務を1人が担当

して全部の学校のを見ると。そういったチェック体制機能といいますか、

それが非常に共同事務室では働きまして、書類のミスが少なくなった。

それから、先ほど申し上げた職能成長が果たせるようになった。それか

ら3つ目、市の財務にかかわることでありますけれども、各学校で処理

をしていたものを、先ほどご説明を申し上げましたように、例えば契約
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事務を共同事務室単位で行って、事務の効率化あるいは経費の節減とい

ったものが図れつつあるということです。 

 向原、甲田につきましても、本格実施ではございません。ですから、

事務長という管理職はおりませんけれども、市の方で委嘱をいたしまし

てセンター長というものがおります。事務長の仕事をやるわけですけれ

ども、決裁権を持たないということで、やはり3つそろって本格実施と

いうことを強く希望したいというふうに思っております。答えになりま

したでしょうか。 

 以上でございます。 

○川角委員長  よろしいですか。 

 それでは、ここで休憩に入りたいと思います。2時15分まで休憩いた

します。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後２時０２分 休憩 

      午後２時１５分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を再開をいたします。 

 続いて、質疑ございますか。 

 杉原委員。 

○杉 原 委 員  学校管理費でお尋ねします。美土里中学校の朝光寮があるわけであり

ますが、当時、統合したときには寮が条件つきということであったわけ

でありまして、今日に至っておるわけでありますが、ああして今日、交

通の便利もよくなりまして、小学校も統合してマイクロバスが運行され

るというような状況で、このままで寮を存続していかれるのか、あるい

は見直しをされて方法を考えていかれるのかという時期に来とるんじゃ

なかろうかと私は思うんですね。そこらで教育委員会とされては、地域

の実態あるいは保護者、学校の現場の校長を初め、いろいろ協議もあろ

うと思います、当然。そうした中で、そういうふうな考えにおられるの

かということをまずお尋ねしておきます。 

 それと、文化財保護事業費の中で、伝統文化の保存・伝承団体は何団

体あるのか、お尋ねします。 

○川角委員長  以上ですか。 

○杉 原 委 員  2点ほどお尋ねします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  美土里中学校の朝光寮についてご心配をかけておるようでございます

が、小学校は、学校統合をいたしまして、智教寺を含めまして市内の学

校については、美土里町はスクールバスを出しまして通学をしとるとい

う実態がございます。中学校については、スクールバスはございません。

そのかわり、通学が非常に不自由なところにつきましては寮に入るとい

うような制度にしてあるわけでございます。しかし、この問題につきま
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しては、小学校のときにスクールバスで行っておったんだから、中学校

に入ってもそのスクールバスを回してくれんかというような話があるわ

けでございますが、そうしますと、寮の存続そのものができないと。今

までは、我々はバスがないということで寮に入って学習しておったんだ

からという人もおられるわけでございますので、そこのジレンマがある

といいますか、思い違いがあるということがありますので、私は、年々

寮生は少なくなるだろうということが一つ考えられます。2つ目は、老

朽化も進んでくるだろうということも考えられます。3つ目は、小学校、

発達段階から言うて、小さい子どもがスクールバスで通っとるんなら、

中学校の生徒だってスクールバスで通えるということは無理はないんじ

ゃないかというようにも思いますので、この問題については、ことしか

らどうこういうことはできんと思いますけれども、早い機会に結論を出

していく方が私は子どものためにも、保護者の方も安心されるんじゃな

いかなという気持ちを持っておりますので。ただ、急に言って寮を閉鎖

するということには当然ならないと思いますが、1年前には理解を得ら

れるような動きをする中で、今後の措置を考えていくというようにして

いきたいと思います。そのことについては、以上でございます。 

 文化財の保存・伝承団体については、生涯学習課長の方からお答えし

ます。 

○川角委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  団体数は9団体でございます。 

 以上です。 

○川角委員長  以上、答弁終わります。 

 杉原委員。 

○杉 原 委 員  朝光寮の問題ですが、教育長が言われるとおりだと思うんですね。今

後の進めていき方、そういったときに、やっぱりスクールバスもある、

寮もある、教育には経費のことを言うちゃいけんわけですが、矛盾した

点が起きてきとるように思うんですね。そこらの解消を理解を得てして

いくように、やっぱり当局が指針を出していかれることが大事なんじゃ

なかろうかということを思うわけであります。 

 それから、伝承団体は9団体ある中で、具体的にはどういう団体があ

るか、ご答弁お願いします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  団体の名称でございますけれども、子ども歌舞伎、史跡ガイド協会、

納涼盆踊り、毛利奉賛会、市神楽連絡協議会、吉田郷土芸能保存会、八

千代郷土芸能保存会、お田植え祭り実行委員会、原田はやし田、以上の

9団体でございます。 

 以上です。 

○川角委員長  いいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 
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 加藤委員。 

○加 藤 委 員  昨年、大草田湿原の地形調査並びに植生についての調査をされまして、

その結果報告が教育委員会の方に来てると思うんです。実はその感想を

教育長にお聞きしたいと思っていたのですが、午前中ちょっと聞いたら、

まだ読んでいないと言われましたんで、非常に残念なことではあります

が、担当課長はしっかり読んでおられると思いますので、課長の読まれ

た感想といいますか、お考えがありましたらちょっとお聞かせ願いたい

と思います。 

○川角委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  先ほどの大草田湿原の件でございますけれども、先ほどおっしゃいま

したとおり、現地調査業務委託を発注をしております。その結果、特に

モウセンゴケと、それとムラサキミミカキグサですか、これがかなり群

生をしてると、群落の状況が見られるという報告がございました。その

意見書としては、今後、植物生態管理作業を進める上での重要なポイン

トだという成果も上げておられます。また、歩道の新設及び調整池の整

備により、湿地の保全管理上一番大切な踏圧被害、これは足で踏むとい

う踏圧なんですけれども、またそれと採取防止、これを図るべきだとい

う意見がついております。 

 教育委員会としても、持ち帰りまして、いろいろと協議をした中で、

自然再生事業という事業があるということもお聞きしております。これ

は産業振興部のかかわりということもありまして、今後、産業振興部の

方とも連携をとりながら協議を進めていったらいいかなというふうに思

ってます。 

 以上です。 

○川角委員長  加藤委員。 

○加 藤 委 員  そういったことは調査表に書かれておるんで、読めばわかると思うん

ですが、その湿原の価値といいますか、そこらあたりのことについてち

ょっとお聞きしたかったわけですよ。荒廃をするといって自然に任せる

しかないとか、貴重な資源なんで、ちゃんと守った方がいいとか、そう

いったご意見をお聞きしたかったんですが、余り関心がなさそうなんで、

それは余り聞くのはやめますわ。 

 それで、このことにつきましては、旧町時代から観光課あたりの補助

ももらって、地域の人は非常に大切なもんだということで、いろんな団

体が守ってきたわけなんですよ。それで、今でもそういう考えの人もた

くさんおられますし、今後、これをどうするかいうことになりますと、

だれでもわかるように、今の財政というものは、なかなかそういったこ

とに金を割けるような状態でもないということは、それなりに私もわか

っておるんですが。ただ、このことは、どうすれば荒廃を防げるかとい

うことを聞いても、実際のやり方いうのはかなり専門家でないと、かえ

って荒廃を防ごうと思うていろんなことをして荒廃を促進するというよ

うなこともあるわけなんですよ。 
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 この件につきましては、美土里分室の人にも以前からずっとかかわっ

てこられた方もおりますし、そのことについて調査された専門の人とも

連絡もとりやすいでしょうし、意見も聞きやすいと思うわけなんです。

我々はちょっと直接そういう専門家の人に会って話を聞いたことはない

ですからね。そういう場合に、教育委員会としては、銭金でなしに、地

域の人にいろんな指導するなり、そういったことをやっていただけるか

どうかと、そこだけ一つお聞きいたします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  今おっしゃいましたように、この湿原の大切さというのは、これまで

も言われておるところでございますけれども、芸北の湿原に植物学者の

牧野富太郎博士が来られたときに、カキツバタだったと思うんですけれ

ども、それをシャツに塗り込まれたといったようなことが伝えられてお

ります。まさに小さな植物の命といったようなところの部分、なかなか

ほかのところでは、環境は変わる中でそれを保存できないといったよう

な状況がありまして、尾瀬なんかも非常に大きな問題をはらんでおると

いう中で、今後その保存・活用というのをどうしていくんだということ

が言われておりますけれども、安芸高田市の教育委員会といたしまして

も、そういった点につきまして、その大切さを再認識しながら、これを

大事に守っていかなければいけないというふうに考えております。 

○川角委員長  加藤委員。 

○加 藤 委 員  もう1点漏らしておりました。調査結果表というのは、これはコピー

で結構ですが、そういう関係者に見せていただけるもんなんでしょうか。

それは、この部分はちょっと困るよとかいうのがあるんかどうか、その

辺をちょっとお聞きします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  この件につきましては、先般も加藤委員さんの方から資料の提出とい

うことをお伺いしまして、美土里分室の方で対応していただいた経緯は

ございます。ただ、成果品自体は相当な厚さがございまして、報告書関

係、それ以外のものについては植物の写真が主なものでございまして、

カラー写真で123ページございます。これを全部カラーコピーでまたお

渡しするということもちょっと考えさせていただいたわけなんですが、

白黒でもよろしければコピーをさせていただくということは思っており

ます。 

 以上です。 

○川角委員長  加藤委員。 

○加 藤 委 員  金のかかるカラー写真というのは、それはどうしても見たかったら、

教育分室にもあるんでしょうから、それはそこへ行って見せてもらやい

いと思うんですが。そうでなしに、私が教育分室でいただいた資料の中

には、最後の一、二ページのところはちょっと待ってくれと言われるの
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があったんで、差し支えるのかなというふうに思うたわけです。そこは、

いろんな今後の計画とかいうのがたしかあったと思うんです。それは教

育委員会が計画しとるわけではないんで、調査した人がこういうふうに

すれば荒廃を防ぐことができますよという考えを書かれて、それに対し

てこれぐらいな経費がかかるというようなことがざっと書いてあったと

思うんですよ。そのところがカットされておりましたので、今、予算ど

うのこうの言うとるわけじゃないんですよ。実際にそこを少しずつでも

荒廃を防いでいこうという意欲があるもんでしたら、大体手順として、

こういうことをしたらええという肝心なところもちゃんと資料として提

出といいますか、見せていただければ、いろんな地域の団体があります

ので、そこらの人も今後どうしたらいいかということが、やるとしても

やりやすいと思うんです。それをちょっと聞いただけです。 

○川角委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  その件につきましては、もう一度帰ってその中身を精査しまして、資

料の提供をさせていただくということにさせていただきたいと思います。 

○川角委員長  ほかに質疑ございますか。 

 岡田委員。 

○岡 田 委 員  説明の中で学力テストの問題が出ましたけども、これは以前にも17年

度の決算報告の中にも出ましたけども、確かにそれは国がやるけえ、こ

れに参加して、うちの学校がどこの位置におるかいうのは、それなりの

意味があると思うんですが。ただ、私が心配するのは、学校によって結

果が出ますから、先生のまた評価に値したり、今も免許証がどうじゃこ

うじゃ言いよりますが、そこらまでにも関係すると思いますが。要はそ

れをする場合には、どこかの業者へ委託するんでしょう、点数云々かん

ぬん、データ上は。ここの委託料の中にそれが何ぼ含まれとるんですか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  今、岡田委員のご質問の文科省がやります全国学力テストは、この指

導委託料の中には全く含まれておりません。この全国学力テストといい

ますのは、小学校の6年生と中学校の3年生を対象に行うものであります。

先ほど学力向上指導委託料がふえましたということを申し上げたのは、

また別のテストでありまして、これについては先ほど申し上げた理由で、

小学校1年生を除く全児童、全生徒に行うと、そういった違うテストで

あります。 

 ご心配いただいております職員の評価でありますとか、それから学校

間競争でありますとか、そういったものは十分配慮もいたしますし、テ

ストをする目的というのは、やはりその結果を分析をして、じゃあどこ

を授業改善すればいいのかとか、どこの教育課程、授業を改善していけ

ばいいのかという、そこを見つけるために行うものでありますので、決

して先ほど申し上げたような学校間競争が加熱をしたり、ましてや職員

の人事の評価に使ったりと、そういったことはございません。 
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 以上です。 

○川角委員長  続いて、岡田委員。 

○岡 田 委 員  文科省がやる分ではない分のテストは委託料で出すと。どっちみち委

託に出すんですから、結果は第三者の委託を受けた者がチェックするん

ですよね。心配されるのは、今セキュリティーじゃどうじゃとコンピュ

ーターで言いよりますが、個人の情報がそこへ行ったときに漏れんいう

保証はないんよね。その点はどのように思うとってですか。絶対大丈夫

なんですか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  予算を審議をいただきまして、議決をいただいた後に業務委託をして

まいりますけれども、今ご指摘をいただいたようなことについては十分

に練ってまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 ほかにございませんか。 

 明木委員。 

○明 木 委 員  まず、教育委員会ということで、歴史・民俗・文化・芸能・スポーツ

振興ということで、いろんな多岐にわたっての予算が計上されているわ

けですけど、このあたり、僕は宝だと思うんですよ、安芸高田市の。と

いうのは、これが財源になるということなんですね。これをうまく利用

すれば財源となって、少しでも裕福にできる、少しでも還元できる、指

定管理料に反映できるんじゃないかと思うんですけど。この点で、産業

振興課とどのような形でタイアップなりして、これの振興を行っていく

のか、また企画力だと思うんですけど、そのあたり、どのように行われ

ようとしているのか、お伺いいたします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  今おっしゃいますように、安芸高田市内に大変人材的にも、あるいは

文化的にも非常に豊富なものがあろうと思います。そういう中で、特に

産業振興部の中でも観光課と特にタイアップする、あるいは本年の4月

から日本100名城という形の中でのスタンプラリーも始まります。そう

いったようなことで、ボランティア団体等とも連携を図りながら、こう

いった大きな日本のイベントをきっかけにするということで、これまで

4回、5回ぐらい歴史民俗資料館の方で、特に100名城にかかわるところ

の会議を持たせていただきました。その中で、どこを直していけばいい

かというようなことや、きょうありましたように、旧本城の草刈りをい

たしますけれども、郡山城の山頂部分を拡大したものが有名ですけれど

も、実は専門家にとっていえば、旧本城が一番見たいと言われる方が多

いわけでございまして、そういったところへの配慮をこのたび考えたの

も、そういった会議の結果でございます。まだまだ連携が少ない状況も
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ございますので、今言っていただいたようなところをもっと拡充しなが

ら取り組んでまいりたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○川角委員長  続いて、明木委員。 

○明 木 委 員  一つ、市内に体育施設がたくさんあるんですけど、その中にはジム的

機能とか器具を置いた場所が数カ所あります。今、非常に市民の中で声

が出てるのは、けがとかしたりして、そこの機器を使うのにトレーナー

がいないということなんですよ。トレーナーなり健康管理ができるよう

な状態のものができないということで、大朝のどんぐり村までわざわざ

出かけていって、そっちの方でそういうことをされてるというような話

も聞いたりします。やはりせっかくそういういい施設があるんですから、

そのあたりも充実していく必要があると思うんですけど、今回の予算措

置の中にそういうことが考えられているんでしょうか、もしくはもう既

に行われているのか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  ただいまの質問でございますけれども、機器に対するトレーナーとい

うことでございますけれども、これに対する人件費相当分につきまして

の予算計上はしておりません。 

○川角委員長  明木委員。 

○明 木 委 員  わざわざ向こうまで行って、市民の人が交通費使って行って、そうい

う負担費を落とすんであれば、少しでも市内に落としてもらった方がそ

れはいいと思われるんですよね。だから、その辺もう少し考える必要が

あると私は考えます。 

 もう一つ、市内の小・中学校で今、全体で幅広い範囲で行われてる事

業なんかも持ってるところが市Ｐ連、市内のＰＴＡ連合会なんですけど、

ここにも書いてありますけど、この事業というのは家庭教育事業費の中

から出てるわけですね。家庭教育事業費の中で、特に今、家庭教育の中

で問題視されてることが親業についてですよね。親業が非常に劣ってる

と。家庭教育が劣ってるから、やはり子どもたちがいろいろ事件を起こ

したりすることもふえているという社会状況があると思われるんですけ

ど。そういう中で、やはり今それをサポートしていくのが市Ｐ連ではな

いかなというふうに考えます。 

 また、先ほど言いました、全体が参加するソフトボール大会というの

は、年々これ何か参加者がふえてるんですけど、非常に厳しい予算で運

営してるということも聞いてます。また、広島県ＰＴＡ連合会の県大会

が20年度に来るわけですね。これは、もう今回できる文化センターがい

っぱいになる事業だというふうに聞いてます。そういう事業が行われる

のに対して、事前に19年度はＰＲ運動として、たくさんの市の役員の方

がそういうＰＲに出ていくということも聞いております。そういう形が

ある中で、やはりもう少しそのあたりを強化していかないといけないん
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じゃないかなというふうに考えるんですけど、どのようにお考えでしょ

うか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  今ご指摘いただきましたように、まさに今いろいろな形で青少年の育

成ということにかかるときに、家庭教育の問題というのは非常に大きい

ウエートを占めている部分がございます。新聞等でも出ておりましたよ

うに、給食費の未払いといったようなところが話題になっておりました

けれども、それはまだ氷山の一角にすぎないというふうに思います。本

当に家庭におけるいわゆるしつけというんでしょうか、それもすべて学

校に任されるような状況もございますし、またそのことの問題点を学校

の方から申し入れをいたしますと、そんなことを言われる筋合いはない

といったようなところの話も聞きます。そういう意味で、まさにＰＴＡ

における家庭教育のあり方を中心とした課題というのは、これからます

ます大きな意味を持ってくるものと思っております。 

 ただ、いろいろな研修会等を行うわけでございますけれども、参加を

していただきたいご家庭が参加をされないというような実態もございま

すので、そこをどうやっていくかということが大きな問題でございまし

て、そこの部分は、まさにＰＴＡの方や、あるいはさまざまな地域の

方々のご支援を得てやる必要があろうと考えております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  県Ｐの質問でございますが、この件につきましては、平成20年度にお

いて安芸高田市を会場にして開かれるというお話はお聞きしております。

先ほどもお話がありましたように、新設する文化ホールにこの大会に大

体約1,000人規模というお話も聞いておりますので、できれば大ホール、

小ホールを利用していただいて対応していきたいなというふうに思って

おります。 

 市Ｐ連の補助金につきまして45万円、昨年同様でございますけれども、

この県Ｐの大会の事前準備ということにつきましては、私の方は認識を

しておりませんでした。しかしながら、そういった準備、来年の当年度

の予算につきましても、今後、市Ｐ連とのお話し合いをさせていただき

まして対応させていただいたらなと思っております。 

 それともう一つ、ソフトバレーボール大会につきましてでございます

が、これは毎年、安芸高田市の小・中学校ソフトバレーボール大会とい

うことで開催をさせていただいておりますが、これは実績で申しますと、

今年度につきましては50チームの約500人の参加があったと聞いており

ます。年々盛んになってる状況でございますので、これも残していきた

いなと思います。 

 以上でございます。 
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○川角委員長  答弁を終わります。 

 亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  先ほど来、説明を聞いておりますと、教育、安全で安心な環境をつく

らないといけんと。まさにそのとおりでありますし、そうした中で、教

育関係施設の特に修繕関係ですね、ここに予算措置しておられるのは、

それなりにわかるんでありますが、一つ基本的な考え方として、やはり

今、財政問題がなかなか厳しゅうありますので、現場の要望がなかなか

具体的にそれが取り組みになっていかないような面も多々あると思うん

ですよね。特に調理場等の関係で、そういうような修繕を必要とする場

所、そういった関係のところは、これは食中毒を初め、そういったよう

な問題が起きたときには、なかなか小さくない問題になっていくと思う

んですね。それで、そういったことについてはどのように考えていただ

くのか。 

 私が思いますには、財政がないので我慢してほしいというようなこと

になってくると思うんですが、どうしてもそこに手を加えていかないと

いけんということの基準は、保健所あたりが見たときに、これは適当で

ないというような指摘に該当するようなことについては、どうしてもそ

ういった面は適切な修繕をしていただくことが必要ではないかと、この

ように思うんですね。そこらあたりの考え方をひとついただいておきた

いと。現場からは、さまざまに私たちもそれなりに要望を受けるわけで

ありますが、当然関係筋からも要望が上がっていくと思うんですが。な

かなか財政が今日の状況ですので、そこらについてどのようなお考えで

おっていただくのかという点をお伺いしておきたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  調理場の問題につきましては、昨年でしたか、明けたから一昨年でご

ざいますが、文教厚生常任委員の皆さん方も視察に行ってもらっておる

状況でございまして、確かに新しいところと古いところのかなりの差が

できております。特にアスベスト問題が起きまして、この問題は早期に

解決しなければならないということで、あれはかなり金額が張るわけで

ございますが、全部やりかえをしたという状況でございます。 

 それで、この共同調理場の問題につきましては、きょう、冒頭私の方

からもちょっと触れましたけれども、余り年数を置かずに共同調理場を

どのようにするかという結論を出していって、どのような調理のシステ

ムにしていくかということも結論を出していかなければならないと思い

ますけれども、今、検討会議を立ち上げまして、鈴峯女子大学の瀬尾先

生を会長にしながら協議をこの18年度行いました。 

 その結果、中学校については、八千代中学校は完全給食で、向原中学

は補食給食、他の中学校については牛乳給食というようになっておるけ

れども、アンケートをとってみたら、中学校においても、ぜひとも保護

者は学校給食を実施してほしいということがありまして、検討会議の方
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でも、今度できるときには中学校も学校給食ができるようにということ

を念頭に置いて改善をしてもらいたいという方向で一つのまとまりが出

ました。 

 それから、施設を何カ所にするかということでございますが、地理的

な状況、いろんな条件があるわけでございますが、一応先般の会議の中

で、最終的には調理場の場所については1カ所が適当だろうという話が

ありました。ただ、調理場をつくっただけではうまくいかないんです。

例えて言いますと、学校に今まで調理場の配送車が来ておったところは

プラットホームができとるんですよ、学校に。給食のワゴンがおろされ

るところのホームができておりまして、そこへ入れて、そしてそれから

倉庫の中へ入れて保管をして、必要な時間に子どもが食べれるようにす

るということがありますから、ただ単に給食の調理場だけつくればいい

ということでは事が済まない。今までなかった学校については、それを

そろえていかないとご飯を食べるところまではいかないということがあ

りますので、そう簡単にはいかないと思いますが。 

 いずれにいたしましても、調理場については早急に検討して、適地も

決めて、調理の仕方も決めていって、デリバリー方式にするのか、ある

いは公設民営にするのかということについても検討する中で、前向きに

早く進めていかなければならないというように思っております。ただ進

めるということと同時に、財政的なこともあるだろうと思いますから、

それはいろいろなことも考えていかなければなりませんけれども。教育

委員会としては、やはり早くそういうものを進めていく必要があるとい

うように認識をしておりますし、また議会等でもいろいろご意見があり

ましたらお聞かせいただいて、力になっていただいたというように思っ

ております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  大体市政全体から見た考え方としては、平素からそういう説明も受け

ておりますし、私たちも委員会の関係では、特におっしゃっていただく

ことは重々承知しておるつもりです。ちょっと私が今申し上げておりま

すのは、調理場もいろいろありまして、大きいのから小さいのまである

んですよね。実際に小さいところでも、そんなに大きな予算はかからな

いが、これは大変だというようなところも現場にあるわけです。そうい

ったところは、しっかりひとつ見きわめていただいて適切な対応をやっ

ていただきたいと。そこで問題が起こるということになりますと、これ

はなかなか規模の大小にかかわらず重大なことになると思うんですね。

そういう意味合いで、ひとつ基準は、保健所がこれでいいかどうなのか

というところを基準にしていただいて対応していただくと、それでよろ

しゅうありますか、答弁をいただきたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 
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○佐藤教育長  一番新しい市内の共同調理場は八千代の共同調理場で、ドライ方式に

なっております。その次に新しいのが美土里の共同調理場だったと思い

ます。それで、そこの動線といいますか、食品を外から持ってきまして

搬入して、調理をするところへ持ってきますね。そういう動線等をずっ

と考えてみたときに、今の現在の保健所の新しい基準による分について

は、それはどちらもオーケーというわけにはいかないと。しかし、これ

で悪いから、すぐ改善ということはできないけれども、それを使ってど

うこうするということについては、今あるのを使えばいいじゃないかと

いうことにはいかないと。一緒にするなら、それなりの改善をすべてす

べきであるというような調査結果も聞いておりますので、やるんなら全

部を、1カ所にするか何カ所にするかはありますけれども、この間の意

見によりますと、1カ所にして整備をしていく方法が一番適当ではない

かなというように思ったんです。 

 今、亀岡委員さんが言われましたように、私らも新しいからよいので

はないかというのがちょっと頭の中をよぎったものですから、そのこと

について確かめたら、そういうことでございました。私がどういう法の

なにかというのは覚えておりませんけれども、結論から言えば、そうい

うことでございました。 

 以上でございます。 

○川角委員長  亀岡委員。 

○亀 岡 委 員  めったに発言をしませんので、ひとつ。ちょっと教育長さん、説明を

いただいておりますと、なかなか遠大な考え方で取り組まないといけん

のだと。さまざまありますが、早う言ったら、そういったところにいか

ない小さなところもあるんですよね。ですから、そういったところが、

ここでどことは言いませんが、要望が上がってきたら、現地を見ていた

だいて、これは必要なというふうに見なけりゃいけない、修繕が、ある

いは手だてがという場合には、適切な対応をしていただけますかという

ことを言ってるわけですね。今、申されるような、安芸高田市内では、

そういう施設はどういう形で将来取り組んでいくかとかいったような大

きな問題ではないんですね。それは今言いましても、私たちも大筋では

わかっておりますので、そういうことです。もう一度お願いしたいと思

います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  ただいまのご質問でございますが、事業団の方に業務委託ということ

で学校の給食調理場へ人が入っていただくということになったときに、

平成17年度でございますが、事業団も営業の許可をとらなければいけな

いということで、給食調理センターの方へ保健所が入りました。保健所

の方からこの点は早急に改善しなさいと、4月1日からですから、3月中

に改善しなさいというような指導を受けまして、そこらについては改善

をしてきたところでございます。 
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 今、亀岡委員がおっしゃいましたように、大きなものについてはなか

なか難しいところでございますが、17年度にアスベストのかまがあると

いうことで、これも緊急対応させていただいた経緯がございます。でき

る範囲内で、そういう緊急にやらなければならないというようなことが

ありましたら、給食調理場長もおりますから、そこらから教育委員会の

方へ要望を上げていただいて、適切な対応をしていきたいというふうに

考えております。 

○亀 岡 委 員  わかりました。 

○川角委員長  それでは、ここで3時10分まで休憩をいたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後３時００分 休憩 

      午後３時１０分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 質疑はございますか。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  教育関係も考えてみれば私立というのがありまして、考えてみれば経

済的なビジネスのものでもあるなと私は一瞬思ったわけでございます。

そういう意味で、すべてが市長が言われるように、銭金、銭金言ったの

では教育ができない言われるのもよくわかってますので、そのあたりか

ら、小学校がこのたび卒業されて中学校に市外に出られたのが何人ぐら

いおられるのか、また中学校が安芸高田市内に3校ありますが、そうい

う流れはどういうふうな状況で、また市外に対してどのような流れにな

っとるか、お聞きしたいと思います。 

 それと、最近のこのたびの資料を見させてもらうと、13校の、それか

ら6校の中学校等を見ると、非常に予算がわかりにくいと言うたら失礼

なんですが、学校ごとに参考資料として、きょうは私はこの場では求め

ませんけど、後ほどもらいに行きたいと思いますけど。そうすると、学

校別にすべての委託料から管理費から、そこの中に整理してありますと

非常に今後の計画を非常に精査しやすい。我々もチェックするのに非常

にしやすい。と申しますのも、今回でも委託料とか、それから負担金、

それから補助金、そういうものがばらばらに予算書の中に当然なっとる

わけですね。それはやむを得んと思います。しかしながら、今後の整理

をしていく上においては、学校というものを、きょうも問題になってま

すけど、予算がなぜそこにかかっておるか、なぜ経費がかかっておるか

という、事務的経費の問題なんかでもありましたように。それから、将

来どうしても学校の環境整備という面から見ましても、私も一般質問で

言いましたけど、人口構造、出生率等の問題がありまして、転入がなけ

れば今の学校というものが非常に運営しにくい。知・徳・体、それから

逆に社会体育でありますと心・技・体というところが非常に運営しにく

い。 
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 この施政方針の中にも掲げてありましたように、協働という一つの中

に協育、それが必要だと。施政方針には書いてありますけど、実務的に

落としますと、非常に難しい位置づけになろうかと思うんですよ。そう

いう意味も含めまして、やはり現在、教育委員さんだけで学校関係のこ

とを考えておられるかもわかりませんけど、ぜひ教育委員プラス顧問と

して経済界も入れて、先ほど同僚議員が言ってました、施設によっては

ビジネスに変わるというものもあるわけですね。そうすると、どことは

言いませんけど、今、転入者がふえて、学校も校長さんを頼ってその学

校に来たいとかいうような、人口増にもつながるという問題も出てくる

と思うんです。そういう意味で、学校というものを、ある面ではビジネ

スと言うたら言い過ぎますけど、経営の面から見たときに、やはりその

視点も変える時期には安芸高田市は現在来てると思います。 

 現在、スポーツ振興会議というのをつくられましたけど、逆に学校運

営会議というのを幅広い意見で、1年か2年をかけて、このたびの建設計

画の中間の見直しの中には、教育委員会は数字が入れにくい状況が非常

に多くなってますよね。そこらもあわせてやはり諮問機関というのが必

要かと思います。その点について、総合的になりましたけど、伺いたい

と思います。 

 それから、幼稚園がありますけど、先日、保育所の方で、本来は保育

所というのは教育が入ってないと思ったんですが、園児が3小節ぐらい

の英語教育も入れとるような雰囲気がちょっとあったわけなんです。そ

れで、保育所はどういう形で私もやっとられるか知らなかったんですが、

この間の公民館の地域の発表会のときに、園児が3小節ぐらいのを3曲英

語で歌われました。幼稚園では、そのあたりはどのようになっとるんで

しょうか、その点を伺います。まず、そこまで先に。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  5点ご質問いただいたと思いますけれども、まず小学校が何人私立の

方へ出ていっているかというご質問でございますが、大変申しわけござ

いません。今の段階で整理をしておりません。後日、必要ならば数の方

はお伝えをさせていただきたいと思います。 

 それから、2点目の中学校でありますけれども、これは、きのうでし

たか、選抜2の結果がまだ出ておりまして、全員の進学先が決定をして

おるわけではありませんが、現在のところ市内の公立に行こうとしてい

る子どもについては162名、それから私立の方へ出ようとしている子ど

もについては、県外も含めまして29名と、これは中途段階でありますの

で、確定の数字ではございませんが、現在のところはそういう把握をい

たしております。 

 それから、3点目でございますけれども、学校ごとの予算を参考資料

としてほしいということでございますが、学校ごとの予算につきまして

は整理をしておりますので、また後日お伝えをしたいと思います。 
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 それから、4点目の教育という観点から学校教育をビジネスとしてと

らえる視点が必要なのではないかというご質問でございましたけれども、

確かに学校経営という、そういう言葉を今使います。それは、やはり学

校も、これは通学区域の弾力化による学校選択制のご説明を申し上げた

ときもお伝えしたと思いますけれども、もう当然何の工夫をしなくても

子どもたちはやってくるものというふうに校長が安閑として座っておら

れるところではない。プランニングをして、実践をして、成果指標もき

ちんと置いて、それをチェックをして、足りないところはまたアクショ

ンを起こすという経営のマネジメントサイクルというものを学校経営に

も導入をしていくということは非常に大事なことというふうにとらえて

います。 

 それで、学校運営会議という言葉をいただきましたけれども、今、学

校を外部評価を導入をして客観的に評価をする必要があるだろうという

ことが全国的な動きになっておりますので、この前も校長会ともそうい

う話もいたしましたけれども、19年度、外部評価の充実ということにつ

いて教育委員会としても取り組んでまいりたいと思います。 

 それから、5点目の幼稚園の英語教育につきましては、園長が参って

おりますので、園長の方が答弁をさせていただこうと思います。 

 以上でございます。 

○川角委員長  田丸吉田幼稚園長。 

○田丸吉田幼稚園長  失礼します。入本委員さんの質問にお答えいたします。 

 吉田幼稚園でも、英語教室の方は行っております。ＡＬＴの先生にお

いでいただいて、昨年も発表会のときに15分ぐらい、保護者の方や来賓

の方に見ていただきました。どんな内容かといいますと、数は10ぐらい

まで、それから色が6色ぐらいまで、それに果物も4つか5つですね、そ

れぐらいを習ったり、それからリズムのＣＤに合わせた手遊びなどもし

ております。今ごろになって、あなたの名前はというようなことで、そ

したらマイネーム、私の名前はこうですよというような、ゲームからそ

ういう形に入っているようなことも今しております。 

 以上です。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 入本委員。 

○入 本 委 員  学校関係につきましては、今のようにやはり転入者がふえるような魅

力のある、特色のある学校づくりもそうですし、スポーツもサッカーと

かハンドボールとかもありますし、また実際の知の方でも魅力のある教

育現場をつくってもらう工夫を、今マネジメントと言われましたけど、

そこらは要望しておきます。 

 次に、パソコンをこのたび学校に整備されますけど、その活用方法と、

どのような効果を望んでおられるのか。それから、教育関係にも補助金

がこのたび整理されてゼロになったものがありますけど、そこらの経緯

といいますか、そういう問題。 
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 それから、現在、非常に財政問題で指摘されているのが第三セクター

とか指定管理者施設についてのやっぱりチェックとか運営、どの程度か

かわっていかないといけないかというのが、任せている以上は、管轄に

ある以上は指定した方が責任があると思いますので、その方の審査内容、

またどのようなかかわりを持っておられるのか、伺うものでございます。 

 それと、非常に気になると言うたらおかしいんですが、郷土資料館の

ことがこのたび予算化されてなかったと。それから、県の施設でありま

すけど、甲田町にも児玉邸があるんですけど、今ビニールをかけてある

ような状態で、予算的にないから。これは県の施設ですけど、市のもの

に対しても随分支所別懇談会のときに地元で教育長もかなり言われたケ

ースがありますけど、そこらあたりも今回の予算の中にもあらわれてな

いような気がするわけです。それと、機構改革の中では今後、分室とい

うものはどのように19年度、または将来どのようにされるのか、その点

について伺います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  それでは、ご質問のあった中で学校教育課分といいますか、学校教育

課関係の補助金の廃止の経緯を説明させていただきます。 

 学校教育課関係で申しますと、私立の幼稚園への補助金72万円が廃止

になりました。廃止ではありますけれども、これはこれまで説明を申し

上げたように、私立幼稚園の就園奨励費という助成に形態を変えたとい

うことでございます。客観的に根拠のある私立幼稚園就園奨励費の方に

変えさせていただいたということであります。 

 それから、外国語指導助手の家賃等の助成がございましたけれども、

これにつきましては、県の基本方針でＪＥＴのＡＬＴについては、県の

基本方針といいますか、県の方も家賃助成はしないと。30万という月額

の給料の中で自分で生活をしていくという基本方針を出しましたので、

それに準じて、契約が更新いたします7月で家賃助成は切りまして、8月

以降は助成をいたしません。あとにつきましては、廃止といったものは

ないというふうに思っておりますが、もし抜けておりましたら、またご

指摘をいただければと思います。 

 以上です。 

○川角委員長  続いて、答弁を求めます。 

 上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  パソコンにつきましてでございますが、昔はそろばんで計算をしてお

ったと、それが電卓に変わったとかということで、そういう技術的な発

展があって今日に至ってます。パソコンにつきましても、これを使わな

いと社会に出てからやっていけないという時代でございますので、その

パソコンの基本的な使い方、エクセルであるとかワードであるとか、そ

ういうものの使い方、それからインターネットに接続をして、小学校で

は理科とか社会の時間に調べ物学習ですか、そういうふうなことをやっ
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ておりますし、もっと高度な技術を学んでおる中学生もあると思います

が、社会に通用する人間を育てるために、道具としてこれを学んでもら

っております。 

 以上です。 

○川角委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  補助金の関連でございますが、社会教育関係の補助金で廃止された部

分でございますけれども、こうだサタデーキッズクラブ、これは活動的

には十分いろんな活動をされまして、予算、決算を見させていただいて

も十分自立ができるといった判断をしております。 

 また、夢配達人プロジェクト安芸高田実行委員会補助金でございます

が、これも廃止でございますが、これは県の事業として18年度で終了と

いうことで、廃止をさせていただきました。 

 続いて、日韓交流補助金でございますが、これも廃止でございますけ

れども、これは旧高宮町との交流があったということをお聞きしており

ます。これもあわせて国際交流協会へという思いで廃止をさせていただ

いて、新たに国際交流協会を19年度で立ち上げようということで進めて

おります。それと、先ほど出ましたように高宮国際交流協会、これもや

はり市の国際交流協会を立ち上げということに統合をということで考え

ております。 

 それと、町神楽連絡協議会でございますが、これも新しく市の神楽連

絡協議会を立ち上げていただくということで、今お願いをしております。

ということで、旧町神楽連絡協議会については廃止という方向でさせて

いただいております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  私の方からは、甲田の郷土資料館につきましてご回答を申し上げたい

と思います。 

 甲田の郷土資料館につきましては、三上博士の資料、それから宍戸氏

の資料、それから民俗資料、フォークロアの方ですけども、その民俗資

料もたくさんございます。それをこの2階建ての木造、非常に年数がた

っておるということの中で、雨漏りがするということで、2カ所のビニ

ールシートで水を受けてるといったような状況がございまして、これを

とにかく早くしなければならないという思いでいっぱいでございますけ

れども、現在のところ三上博士の資料につきましては、甲田支所の2階

の元の教育長室のところに整理をして保管をしております。 

 そのほかのものについて、これをどのようにするかということについ

て吉田の歴史民俗資料館とこれまで協議をいたしまして、3案ほど実は

持っております。そのうちの一つが甲田支所の活用ということでござい

ますけれども、3案のうち、実はその甲田支所の分については3番目の案

として持っておりますので、今回は上げさせていただかなかったという

ことでございます。 
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 以上でございます。 

○川角委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  教育分室の今後についてというご質問でございます。 

 現在、吉田教育分室を初めといたしまして6つの教育分室で、これま

で地域に密着したさまざまな行事をやっていただいて、市民の文化ある

いは生涯学習等の向上に尽力してもらっております。しかし、市全体の

職員の数を減らしていくという中で、このまま教育分室に存続できるか

ということになりますと、他の市町の様子を見ておりましても、そうは

なかなかいかないところがある。しかしながら、施設はたくさん抱えて

いなければならないというような問題も起こりますので、施設をまずど

のようにするかということについて19年度は本気に考えていって、それ

がきちんと管理ができるという体制をまずつくる中で、教育分室の数も

検討しなければならないと、このように思いますし、市全体的な問題も

ございますので、これは市長部局とのまた話の中で決めさせてもらいた

いと、このように思っております。 

 ただ、三次市の方は、生涯学習の方で例えば公民館活動とか、あるい

は各町ごとに合った体育行事とか、あるいは文化祭とかいうようなもの

については、地域振興ということで地域振興課のところが担当して、教

育委員会から1名ほどそこへ派遣をして、その人が事業の受け付けをす

るというような方法もとっております。しかしながら、ほとんどの通知

が県の教育委員会から教育委員会の方へ来るもんですから、なかなかそ

このつながりがうまく機能しないという課題も出ておるようでございま

すが、そういうことも視野に入れながら、この1年間十分に考えていか

なければならないというように思っておりますし、合併の中の一つの課

題としても、教育分室のあり方について検討を進めていくというふうな

行政改革も頭の中に入れながら思っております。現在のところはそうい

う思いでございまして、全体のことを考えながら、教育委員会としての

主体性も持ちながら仕事をさせてもらいたいと、歯切れが悪いかもわか

りませんが、そのように考えております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  先ほどの補助金の廃止のことでございますが、一つ私が勘違いしてお

りましたので、日韓交流補助金につきましては、事業は終わったという

ことだそうです。国際交流協会へ統合ということでなくて、事業が終わ

ったということでご理解いただきたいと思います。 

 それと、指定管理に対するチェックということでございますけども、

これは吉田運動公園、またサッカー公園、温水プールにつきましては、

毎月、運営につきまして協議会を開催しており、うちの担当者も出席を

しております。また、そのための施設につきましても毎月の利用状況等

の報告を受けておりますので、そこらあたりで連携をとりながらやって

いるというところでございます。 
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 以上です。 

○川角委員長  続いて、入本委員。 

○入 本 委 員  中央の図書館がこのたびの予算化の中に2万冊予定されてますよね。

それで、館長の問題も公募とか云々と言われましたけど、やはりこれだ

けの施設を運営するということになると、ある程度の経験、またはビジ

ョンというものが必要だと思うんですが、館長の位置づけはどのように

なったのか、伺うものでございます。 

 また、スポーツ振興会議のメンバーですね、これはどのように考えて

おられるのか。それから、私が学校の部分で申しましたように、学校環

境を整える中で新たなこういう会議いうんか、諮問機関を設ける気持ち

はないか、ただ教育委員だけでやっていこうとされとるのか、こういう

ところが私は将来に向かって大切だと思うんですが、教育長はどのよう

にお考えか伺います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  1点目の中央図書館の館長の位置づけということにつきまして、私の

方からご回答申し上げたいと思います。 

 新しくできます図書館は、蔵書数5万冊という計画をしておりまして、

新しいこの中央図書館を本館といたしまして、他の図書館を分館という

形で、中央図書館が例えば選奨して、そしてそれをそれぞれの分館に分

けていくといったようなことや司書の指導といったようなことも含めて、

中央図書館として全体を統率しながら、それぞれの分館がこれまで以上

に活発化するようなことを考えておるわけでございます。 

 そういうことで、中央図書館の館長というのがこれまでの図書館以上

にいろいろな形で図書館業務の充実ということを図っていくために、大

きな役割を果たしていただくということで、中央図書館の館長として位

置づけたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  学校運営会議ということでございますが、現段階ではそこまでは考え

てはおりませんけれども、それぞれの学校で学校評議員というのを位置

づけとるんです。多いところは4名ぐらいの学校評議員を位置づけて、

市の教育委員会の方で一応承認をするという形をとっておりますが、こ

としの校長会で話をしましたのは、今までの委員がずっと同じで来てお

るというような状況がありまして、学校はこれを変えていかないといけ

ないというところもあるもんですから、ひとつ見直しをしたらどうかと

いうことの提案をさせてもらっております。そのことについては、校長

が主体的に判断をするということにしておりますけれども、これが先ほ

ど言いましたように、学校評価というときにも学校評議員の人にも力を

かりながら、対外的に見たときに学校についてどう考えるかというご意

見もいただいたり、あるいは地域懇談会等にも学校評議員の人に出てい
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ただいて、地域の皆さんの声も聞いていただいたりするような形をとっ

ております。 

 学校運営会議というのは、コミュニティースクールというようなこと

をつくるときには、そういう学校運営会議というのをつくるんです。こ

れは大学の先生であるとか、あるいはそれぞれの市議会議員の人である

とか、そういうような人に来ていただいて、そしてそこを例えば校長も

そこで募集するとか、人事権もある程度校長に任せるとか、予算権もあ

る程度校長に任せてやるとかというような形でやるわけでございますが。

これが今、尾道の土堂小学校でやったわけであります。これは大変な成

果を上げまして、読み書き、そろばんということで一躍有名になりまし

たけれども。そういうふうなことをやってできるかな、できんかなとい

うことを思うたときに、ちょっと踏み切れない課題がございます。 

 それは、先生方が本当に来てくれるだろうかということなんでありま

す。何ぼそういうコミュニティースクールということをいたしましても、

なかなか教員に来てもらえないということで、土堂小学校は校長だけで

かわったというふうに思われるかもわかりませんけれども、スタッフも

かなりかわっておるんです。ですから、それだけのことができたんだろ

うと思いまして、そういう一歩踏み出るということもやってみたいとは

思いますが、スタッフの辺でどうなるかと。 

 それから、民間人校長の活用ということもございます。高等学校では、

私はそれは確かにマネジメントという形でうまくいくかもわかりません

が、小・中学校でどうなんかと。小学校について言えば、余り最近、表

面には出てまいりませんよね。高等学校はかなり出てくるんですが、

小・中学校のところは余り出てこない。やっぱりそれは校長のノウハウ

が就職とか進学というところまで生かされるというところまで来ないと

いけないんじゃないかなという思いを持って、そこまではよう踏み切っ

ておりません。また、皆さんのエネルギーをいただいたら、そういうこ

とも考えられるんじゃないかと思います。 

 以上です。 

○川角委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  入本委員さんのスポーツ振興会議のメンバーということでございます

けれども、委員の人数は約10人程度として今、案を持っております。そ

のメンバーでございますけれども、学識経験者として3名ぐらい、その

他スポーツ団体、体育協会、またハンドボール協会、スポーツ少年団、

体育指導員協議会、サッカー協会、カヌー協会、学校の中体連の代表の

先生方、そして女性の方を何人かという考えを持っております。 

 以上です。 

○川角委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  委員会じゃないんで深くは追及しませんので、佐藤教育長は、教育と

いうのは、言われてるように財産で、宝とか、置きかえれば将来の財産

というものでありますので、ひとつ安芸高田市の教育環境を整備されて、
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若者定住を目指して、活力のある教育現場を総合力として発揮していた

だきたいと思います。 

 ちょっと細かいことなんですけど、来原と船佐の児童クラブは、これ

は学校使用なんですかね。それともう1点、今の公民館長は内部から登

用されるのか、その点を2点ほどお聞きします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  図書館長につきましては、そういった先ほど申し上げたような機能を

果たしていただく、その指導をしていただくということでございますの

で、それ相応のこれまでのキャリアをお持ちの方でないと難しいであろ

うということの中で人選をさせていただいております。これにつきまし

ては、外部から来ていただくというように計画をしております。 

 そういうことで、先ほど船佐、来原と言われました児童クラブのこと

でございますけれども、船佐につきましては人権会館を使われると。そ

れから、来原につきましては小学校の中の一部のコミュニティールーム

ですか、校舎の中にある一部を使わせていただきます。 

 以上でございます。 

○川角委員長  それでは、ほかに質疑ございますか。 

 今村委員。 

○今 村 委 員  今回、教育委員会の中で大きな問題だろうと思うんですが、例の少年

自然の家の件について若干お聞きをしたいと思います。 

 1つは、改修費を大ざっぱに言えば半分市で負担しなきゃいけない状

況になるということで、本来なら財政計画の中でこれらのことは予定し

なかったわけですね。中身のほどは別として、19年度に一時的な形での

支出になるということですよね。そこら辺について、財政面からどうい

うふうにこれをお考えになってるのかというのがまず1点でございます。 

 それと、これから施設の改修に入り、これまで特別委員会の中でいろ

いろ聞いてきたわけでございますが、どうも施設の中身のほどが最終的

に決まったような印象を私は持っていないわけですね。予算的には改修

費としては2億ということでございますが、今までの協議の中で、いろ

んな形でちょっと施設の内容が変わってきた経緯もあるし、積算の根拠

のあり方も変わってきたという経緯もございます。そこら辺について最

終的なそれこそ予算であるというふうには、私はちょっとなかなか受け

とめられないんですが。そこら辺についてのご見解と、本来ならこれか

ら運営及び管理の問題について協議会をつくり、やっていくということ

でございますが、今のままでより効率的な運営を目指した形での機能が

発揮できるのかどうか、そこら辺についてどういうお考えをお持ちなの

か、そこら辺についてお聞きしたいと思います。 

 そして、今回、運営費として約1,600万何がしかの管理費が見られて

おりますが、これは教育健全育成のための先行投資であるというふうな

位置づけでございますが、実は従来、県が運営してるときには年間約
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6,000万の運営費だったわけですね。そうすると、県民が二百二、三十

万と平均すれば、1人当たりの負担費は約30円ぐらいになるわけです。

それで、一方、市において1,600万を3万3,000で割れば、約480円ぐらい

の市民にとっての負担費になるというふうに思うわけです。そこら辺の

ことを、その上にコストの面と、それと健全育成費の面で、今どういう

ふうにお考えになってるのか。私は、育成のために使うんだったら別途

の方策もあるんではないかというふうに思うわけでございますが、そこ

ら辺のお考えはないかということでございます。 

 それから、原点に返りますが、改修費に2億円で当面の改修後のやっ

ぱり施設維持について、その施設の心配を非常にするわけです。老朽な

施設でありますから、今後どういうふうな形で耐用年数を見て、そこら

を償却していくかというのは大きな問題だろうと思うんですが。果たし

て今の2億円かけて、数年後の例えば改めての改修につながるおそれは

ないかということも危惧するわけでございますが、具体的にはどういっ

た形で耐用年数を見て、そこら辺の今後の運営に対応しようとしてるの

か、ちょっとそこら辺についてお伺いをしたいというふうに思っており

ます。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  たくさんのご質問がございましたので、どうも私の中でも整理し切れ

んようなところがございますけれども、まず平成19年度ということで申

し上げたいと思いますが、この19年度につきましては、とにかく引き継

ぎという形の中で取り組んでいきたいというふうに考えております。考

え方とすれば、費用も確かにたくさんかかっておるわけでございますけ

れども、これまで県立少年自然の家ということで、いわば県の施設だと

いう看板がかかっておって、そういう形の中で余り努力をしなくても、

営業をしなくても、ネーミングというか、伝統もあるということで来ら

れていたという状況があるんですけれども、考え方とすれば、やはりそ

ういう表現は悪いですけども、殿様商売じゃなくて、営業努力をしてい

くということを一つは考えたいというふうに思っております。 

 そういうことで、この年度につきましては、とにかく実際に運営をし

ていきながら、この半年の間にコストを低減するためのお金のむだ遣い

をしているところはないかということをしっかりとまず見ていく必要が

あろうと思います。それから2点目は、どこに利益を生み出す道がある

のかということをやっぱりしっかりと見きわめる必要があろうかと思い

ます。それと3点目は、小・中学校の新しい開拓ということと同時に、

特に高校生以上、大人の方をいかにたくさんふやすかという、そういっ

た視点でこの半年間の営業努力をしていく必要があるというふうに考え

ております。そういう中で、本年度を取り組んでいかせていただこうと

いうふうに思っておりますが、今回、特に多様で魅力のある体験活動の

提供ということを考えていきたいというふうに思っております。特にプ
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ログラムの提供に当たりましては、複数あるいは多種類を用意して、そ

れぞれの好みに応じて選べることを施設の特色とするというようなこと

を考えていくべきであろうと。 

 また、提供のソフトにつきましては、本市の自然とか歴史とか地域、

施設、技術、特産物、人材等を多様に活用しまして、魅力のあるものを

事業として考えていきたいと。また、提供ソフトの事業展開に当たりま

しては、地域の市民の方あるいは団体の方、企業との連携あるいは協力

といったようなところに基づいて実施をしていくということで、今、検

討会議を考えておりますけれども、検討会議、今度24日に行いますが、

そういったところでのさまざまなお知恵を拝借しながら取り組んでまい

りたいと思います。 

 そういった現在、検討会議、一応6月までという形の中で、いろいろ

とお知恵を拝借する、あるいはご協力の体制を築いていただくというこ

とをしたいと思いますけれども、そういったことが終わったら、そのま

まという形ではなくて、今度ご提案をする内容でございますけれども、

管理運営の懇話会というような形のものを設置する中で、適正かつ効率

的な施設の管理運営を確立して、施設の活発な利用を図るために、いろ

いろな市民の方々、そういったところの方々のほかに、まちづくり委員

会であるとか青少年育成あるいはスポーツ団体、企業の代表、そこら辺

を公募する中で検討・評価していただき、次年度のより望ましい管理運

営に向けてご提言やアドバイスなど受けて、建設的な協議を行っていく

ことによって、よりいいものをつくり出していきたいというふうに現在

のところは考えております。 

 当初考えておりましたのは、とにかくあの施設は、非常に33年経過を

しておるという状況の中で老朽化をしておると、余り手が入れられてい

ないということをどうやってカバーするかということでございますけれ

ども、当初考えておったのは、とにかくコンパクトにして、そして経費

がかからないようにしていくということで、いろいろと考えておったわ

けでございますけれども、施設の実態、改修の費用と、そういうものが

わかる中で最小限の保守をしながら、今の建物を壊すんじゃなくて、で

きるだけ使わせてもらうと。そして、中身をグレードアップをして、た

くさんの方々に喜んでいただくような形にしたいということで、多少変

わってきたわけでございますけれども、しかしながら、最初に考えてお

りました、例えばほかの福山なんかでもそうですけども、エアコンが設

置されておるというような状況がある中で、やはりそういった設備も必

要であろうということで、三角棟、最初、2階部分について全部フラッ

トにして、体育館を倒して、そこで集会を開けるようにするというよう

なことを考えておりましたけれども、そういった形ではなく、もとのも

のを最大限利用させてもらいながら取り組んでいくというようなことに

してきたわけでございます。 

 そういうことで、今後1,600万円という費用、これをかけて取り組ん
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でいくわけでございますけれども、できるだけの費用の節減を図りなが

ら、新しいソフトを開発して収入をふやすことによって、今後さらに一

層この施設の中身が満足をされ、そして新しい需要を引き出すようにし

ていきたいというふうに考えております。ちょっとまとまりませんけれ

ども、そういった思いを持っております。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 ほかに質疑ございますか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  まず最初に、昨年、一般質問でもお聞きしましたいじめの関係で、学

校の先生の皆さんに余裕がないんではないかというふうにお聞きをしま

した。いろんなことを教育長初め答弁していただきましたが、そういっ

た状況を今年度はどのように解消されるのか、まず担当の現場をよく知

っておられる課長さんにお聞きしたいというふうに思います。 

 それと、今回の施政方針にも出ております各支所の利活用計画を策定

するという中で、教育委員会もそれぞれ合意してるような形でもかかわ

りもありますし、いろいろ施設も関連するものもたくさんあるというふ

うに思います。そこらの策定に教育委員会がどのようにかかわっていく

かというようなことも含めて考えておられるというふうに思いますが、

この間出た機構改革では、分室を3つにするとかいうふうな話も出てお

りますが、一応10月からということになっておりますが、そこらの関連

も含めて少し、10月までは考え方も違うんかと思いますが、その辺の考

え方について2点ほどお伺いをします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  いじめへの対応ということでご質問をいただいたと思います。18年度、

前回ご報告を申し上げたときに、教育長も最初のごあいさつの中で申し

上げましたけれども、学校がとらえているいじめの数と、それから子ど

ものアンケートから明らかになったいじめの数とが違うと。子どものア

ンケートの方から浮上しました数というのが11件ということは、やはり

学校が本当に子どもの心の深層の部分を見ていなかったのではないかと

いう、それがデータから分析できる状況だとは思っております。 

 多忙ということと子どもの一人一人を見るということは、私個人的な

思いで言いますと、違うと思うんですね。今まで合併をいたしまして3

年間、やはり安芸高田の学校教育というのは、ある程度統一化というか、

均一化というか、形というものが非常に整備をされてきたと思います。

卒業式等でも、見ていただいた子どもたちの様子からどういうふうにお

感じになったかわかりませんけれども、今どこの学校に行っても、靴箱

の靴はきちんとそろってますし、授業も整然と受けれるように近いよう

になりました。随分学校の形といいますか、様態というのはそろってき

ましたし、そういった点では非常に質が上がってきておりますけども、

このいじめに象徴されるような、じゃあ本当に個別の子どもの心の奥深
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いところまで教員を初めとする大人がかかわれているのかと。そういっ

たところが次のステップだと思うんですね。形から今度はやはり質とい

いますか、そういうことで3年間を一つの切りにして、来年は、とにか

く個に視点を当てた教育内容の創造というものをやりませんかというこ

とで、校長先生方とこの前も話をしたところであります。 

 いじめの問題にしても、学校だけで解消できる問題ではないというふ

うに、本当に地域の方、保護者の方、力をかしていただきたいというふ

うに思うわけですけれども。大変抽象的な答えになりますけれども、来

年からは、形ではなく、一つ一つの個に焦点を当てた教育活動の展開と

いうことを重点にして進めていきたいというふうに思います。すぐに解

決につながるかどうかはわかりませんけれども、見守っていただきたい、

お力をかしていただきたいというふうに私個人としては思っております。

よろしくお願いします。 

 以上です。 

○川角委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  いじめの関係につきましては、今、大下課長が話をしたとおりでござ

いまして、もう一つつけ加えさせてもらいますと、先ほど話を大下課長

がしたわけですが、研究公開については、研究という名前がつく分の公

開については、これは指定校であるとか、あるいは推進会でやる学校と

か、そういうところについては、やっぱり研究でございますので、それ

は当然やってもらうということは必要だろうと思います。ただ、今まで

はどこもそれをやっておったので、そうでなしに、自分たちの学校の支

えてもらっておる地域やら保護者の人に学校を十分に理解をしてもらう

という、学校公開という形で、片意地を張った分でない分の公開もやっ

ていこうじゃないかということについて校長会と話をしました。校長会

も、そのことについて賛同してくれまして、ぜひともそういう方向で高

田教育推進会を本物にしたいということでございます。ことしの推進会

のまとめの資料を先般、美土里の小学校の校長が持ってきてくれました

けれども、非常に出席率もよくなるし、中身も熱い指導案等も書いて提

出してもらっとるようであります。私は、やっぱり自分たちのパワーと

いうものを信じられるような教職員にしていきたいなと。そして、それ

が自然とした安芸高田の教育を盛り上げるという方法をとっていったら

どうかということにしております。 

 もう一つは、支所の利用を含めて今後どのようにするんかということ

でございますが、私は、分室を3分室にするということは今のところは

まだ考えていないんでありまして、3分室でなしに、6つの分室はあるけ

れども、その分室の長たる者を、要するに3人で6つの分室を監督すると

いうような形で兼務をさせていくということをしないと、人数が少ない

中で、全部今までと同じようにはできませんので、そういうことをしな

がら両方が知恵を出したり協力したりして、それぞれの分室の行事をや

っていくと。しかもそれは今までのことに固執するんでなしに、市の教
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育委員会の方で全体的なもんだから取り上げてやるというものについて

は、市の方がリードしてやるという方法をとっていきたいというように

考えておるところであります。 

 それぞれの支所の活用につきましては、昨年は向原支所につきまして

はギャラリーという形で活用させていただきました。そのほかのところ

も、先ほど郷土館の話が出ましたけれども、それらにつきましても、や

っぱり場所がないと、とてもじゃないがあれだけの貴重な資料を展示す

ることはできませんし、あれが直射日光に当たりますと、郷土資料館の

資料なんかもすぐ傷んでしまうというようなこともあるんですよ。湿度

もある程度保たないといけませんし、一番いけんのは、学芸員に聞いて

みますと、ほこりがたかるというのが一番いけんのだそうですね、ああ

いうものを保存するのに。そういう面も考えていかなくてはならないと

いうことがありますから、総合的な観点から、この分についてはやって

いかなくてはならないと、ほっとけないという問題が一つある。しかし、

それを全体的に考えていくという必要もあるということで、さまざまな

関係者の知恵もかりながら、歴史のあるものは大切にして、そしてその

歴史から学んだものをまた次の世代に生かすような取り組みも進めてま

いりたいと、このように思っております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  いじめの関係でお尋ねした件については、かなり広範囲にわたっての

視点で答弁をいただきましたが、先ほど教育長が言われましたように、

具体的に、むだなものはないでしょうけども、省けるものは物理的なこ

とも含めて省いていって、子どもと接する時間をふやしていこうという

ように前にご答弁になったというふうに思いますので、その辺の方向づ

けというのをはっきり現場に伝えるという、そういうことが必要かなと

いうことでありますので、この予算の中で、現場にそういった徹底をい

ただくということを要望しておきたいというふうに思います。 

 先ほど卒業式という話も出まして、非常に最近は整然とした厳粛な卒

業式あるいは入学式というので、本当に感動するような思いをする取り

組みをされているということで、そういった面では非常に評価もさせて

いただきます。もっと欲を言えば、私はこの間、高宮中学校に行ったん

ですが、非常にいい式だったんですが、非常に長かったんですね。1時

間40分ぐらいありました。それは子どもたちが一生懸命文章読んだり、

あいさつをしたりするんで、それはこちらがしっかり受けとめないとい

けんのかなという気がしましたが、やはり周りの空気を読むとか、周り

の人のことも考えるとか、いろんなことの配慮の中で物事をするという

ことも、ぼちぼち中学校ぐらいになると教えないといけんのかなという

気がしますし、あるいはもう一つ、自主性というんですか、そういった

ものが本当にそういう形になってきた中で、あるんかなというのを逆に
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感じたんですね。私は率直に感情を表現するタイプですから、そういう

ふうに思うんかわからんですが。例えばすばらしい式で、すばらしい歌

が歌われたら、自然に拍手をするとか、そういったことが本当にできる

ような情操的な教育も含めてあるべきじゃないかなというのを少し感じ

て、まだ校長さんには話ししてないんで、ここで言うつもりはなかった

んですが、全体の様子を見て私も言っておりませんので、そこらは感じ

たままで言ったんで申しわけないんですが。そういったことも含めて取

り組んでいただきたいというふうに思います。 

 支所の活用というのは、今、向原のギャラリー、そういったものもあ

りましたので、要は市民が使いやすいような施設にするということが利

活用の手段かなという気がしますので、そのためには教育委員会という

のも、そういう文化施設とかいっぱい関係があるんで、総合的に執行部

の教育委員会以外の分との連携を図るためには、やはり教育委員会もし

っかりかかわってやっていただくべきじゃないかなということで、そう

いう視点を持って執行部と協議をされておるんですかというふうな観点

でお伺いしたんで、そこの点はもう1点、補足説明があればお願いした

いなという気がしますが。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  学校教育については評価していただきまして、ありがとうございまし

た。ただ、時間の長さということについては、やっぱり観客もおられる

んだということは承知の上でやるようにということは言ったつもりです

が、そういうところもあったんだろうと思います。また反省材料にさせ

てもらいたいと思います。 

 支所等の活用につきましては、先ほどもちょっと一つの例を申し上げ

ましたけれども、本当に有効に支所の活用を図っていかなければならな

いというのは、これまでの議会でもたびたび話があったことでもありま

すし、私としては、先ほど当面することで言いましたら、歴史民俗資料

というものが今の丹比西の小学校の一番上側の2教室は唐箕とか、いろ

んなものが、すきとかいうのがあるわけでございまして、それもそのま

まにしておくことはできませんし、甲田の郷土館もそういうわけにはい

きませんので、これこそ市長さんを初め、皆さんの知恵をかりながら、

教育委員会は教育委員会として活用の方法についてお願いを申し上げて、

全体の中での有効活用を図っていくようなつもりでおりますので、そう

いうつもりでおるということをご承知いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  次に、説明書の46ページ、朝光寮のことが、先ほど杉原委員さんも言

われましたが、補助金が500万円弱出ておりますよね、単独補助金で。

補助金の方の5ページでしたか、居住補助金という形で。これは、先ほ
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ど杉原委員さん言われたように、それぞれ地域の歴史のある本当に寮だ

というふうに思いますので、通学にするんがいいかどうかというふうな

ことも話をされておりましたので、その辺も私も聞きたいというふうに

思ってるんですが。教育長、一応答弁されましたが、費用対効果という

部分もしっかり頭に入れてするという観点からすると、この寮費に係る

費用が、ちょっとこの補助金と46ページの631万というのがどういう関

係になるのか、その中に含まれておるというふうに見た方がいいのかな

という気がしますが、ここらの費用と今の通学にした場合の費用、この

比較検討をされたのかどうか、お伺いしたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  朝光寮の居住補助金498万4,000円ということでありますけれども、そ

れとスクールバスにした場合の費用対効果の方は、計算はしておりませ

ん。現在、今スクールバスを運行しておりますけれども、それだけでは

この朝光寮に居住しております子どもたちのすべての生活交通、通学交

通を確保することはできませんので、それ以上のものが要るということ

は当然認識をしておりますけれども、この498万4,000円と、じゃあどれ

だけの差額が出るのかということについては、今後こういうこともきち

んと研究をしながら寮の存続については検討していきたいというふうに

思います。済みません。 

 以上です。 

○川角委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  その件は先ほど杉原委員さんも言われたんで、これ以上言いませんが、

そういった視点からすると、教育委員会の補助金の対象となるものが五

十四、五件あるんですね、これ見ると。非常に多いんで、大変ご苦労も

されてるというふうに思いますが、そうであれば、見直しの視点はどこ

に置いてやられたのか。新規になったところがあったりしましたし、先

ほどありましたけども、国際交流なんかの分もまとめておられますが、

以前より減ってきたりしとるんですね。だから、中身の辺はどのように

検討されて、そういう結果になったのか。あるいは神楽の分にすれば、

町の分から今度は一気に3倍ぐらいになったりした分もあるんですね。

だから、視点をどのように持たれたのか、大筋でのまず視点を、教育委

員会としての補助金見直しをどのようにされたのかというのをまずお聞

きしたいと思います。 

○川角委員長  暫時休憩をいたします。25分まで休憩といたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後４時１５分 休憩 

      午後４時２５分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  それでは、休憩を解いて再開をいたします。 

 先ほど今村委員の方から早退届が出ましたので、報告をいたしておき
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ます。 

 答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  補助金の問題につきまして、私の方で少し前段だけお話を申し上げま

す。 

 補助金という形で学校教育関係も社会教育関係もあるわけでございま

すけれども、基本的に学校教育ということになりますと、義務教育はこ

れを無償とするという基本線の中で、いかに保護者に負担軽減を図るか

というところが大きな原則であろうというふうに思います。それに対し

て、いわゆる社会教育というところになりますと、これまで安芸高田市

の行政改革推進懇話会あたりで補助金の整理・合理化について答申がな

されておりますけれども、そういったところでも基準をつくり、そして

それが根拠を持った説明責任のあるものであるということがいわば原則

になるのかなというふうに思っております。 

 社会教育関係のことにつきまして、今から言わせてもらいますので。 

○川角委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  補助金の関連でございますが、市の神楽連絡協議会の件でございます

が、これは以前、高宮、吉田、八千代、美土里と、それぞれ芸能保存会

の中に神楽団分というのが含まれておりました。それに相当する金額を

それぞれ吉田、八千代、美土里、高宮を一つにして約5％ぐらいの減額

にはなっておりますけれども、これを一つにまとめたということでご理

解をいただきたいと思います。 

○川角委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  熊高委員の方から質問があったのは、どれが幾らでどうなったかとい

うことでなしに、どういう基準で補助金の整理をされたんかということ

だったろうと思いますので、そのことについて私の方からお答えをした

いと思います。 

 このことにつきましては、先ほど沖野次長が申しましたように、行政

改革懇話会の中で補助金の合理化ということについて一つの方針が出さ

れました。それで、同じようなものは一つにまとめなさいとか、単市だ

けであるようなものについては、これはそれだけのニーズがないものは

廃止をした方がいいですよというような一つの基準がございまして、そ

れに基づいて整理をさせていただいて、その上に、そうはいいましても

急になくなったということになったりしますと、どうなっとるかわから

んということもあってもいけませんので、それぞれの団体につきまして

は、趣旨について説明をさせていただいて、納得の上で、一応この補助

金については私は最終的な整理をさせていただいたと、このように思っ

ております。先ほど言いましたように、阪本博臣行政懇話会の会長さん

を中心にしてまとめられたその方針に沿いまして、一応は整理をさせて

もらって、それぞれの団体のご理解も得させてもらっとるというように

ご理解いただきたいと思います。 



375 

 以上でございます。 

○川角委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  大体方針についてはわかりました。ただ、例えば国際交流の関係であ

れば、ある程度まとめてという形の中で、新しく国際交流協会補助金が

5万円になっとるんですね。だから、全体では、いろいろ目的が違った

りとか、各町であったとかいうのがあるんでしょうけども、それをまと

めてこういう形になったというふうな経緯はどういうことなんかなとい

うことと、もう一つ大きなまとめをされとるのが体育協会あたりの関係

ですね。ここらをまとめて少し全体を市の体協としてふやしていったり

とか、いろんな事業を集約されたんだというふうに思いますが、ここら

の考え方。 

 もう1点、その下に、みつやの里、これはＳＣというのはスポーツク

ラブいうんですかね、これの事業補助金。ここらは、日体協が今スポー

ツクラブを立ち上げなさいと。これは、あくまでも最終的には自立をす

るための団体として育てていくという形で、準備段階で120万ぐらいと

か、その程度のものが2年ぐらいあって、3年目から自立していきなさい

というような形の、体協もお金がないから自主事業にしなさいと、ヨー

ロッパ型にしなさいというようなことで進めてきているようですけども。

そこらの流れからして、安芸高田市では今、吉田と高宮がちょっと立ち

上げてますよね。ほかのところの動きというのはどうなんかということ

と、そこらがこのみつやの里に390万ぐらい出ておりますが、この流れ

というのはどのように整理をされておるのか、その辺についてもう少し

具体的にお伺いしたいというふうに思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  補助金のことでございますけれども、市の体育協会、これは今まで各

吉田ゲートボール協会、高宮ゲートボール協会、甲田ゲートボール協会

というのがございまして、それを市の体協の方へ一括吸収したというこ

とでございます。 

 それと、みつやの総合型スポーツクラブにつきましては、先ほども話

がありましたように、みつやの里については平成11年度から設立をされ

ているということをお聞きしております。ことしで8年目を迎えるわけ

でございますけれども、当初3年間については、あの時点では国の補助

金があったようにお聞きしております。今現在も補助金を出しておるわ

けでございますけれども、やはり先ほどお話がありましたように、あく

までも団体としては自立をお願いするということは指導をしてきており

ます。 

 また、高宮町についても今年度、18年と来年、19年度と2年間、県体

協の補助金をいただいて準備会を立ち上げておられるということをお聞

きしております。高宮体協の方がもし総合型の地域スポーツクラブを完

全に立ち上げられたということになりますと、みつやスポーツクラブの
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前例もございますので、そこらはまた検討をさせていただきたいなと。

この場で何年まで補助金が出るとかいうことは申し上げられませんけれ

ども、やはりある程度の自立ができるまでは市としての助成をしていか

なくてはならないというふうには思っております。 

 国際交流5万円ということで、国際交流補助金でございますけれども、

今までの事業費の中にニュージーランド市民訪問団受け入れ補助金とい

うのがかつてございましたけれども、これは直営事業として組み替えを

させていただいておりますので、これがゼロということになってます。

また、ニュージーランド市民派遣事業につきましては、10人から6人に

減っております。そしてまた、青少年のシンガポール事業については、

逆に10人から12人という2人の増ということになってます。そこらあた

りで19年度の44万円の増額ということにさせていただいております。 

○川角委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  国際交流協会の5万円について、もうちょっと詳しく説明させてもら

いたいと思います。 

 これまで国際交流協会というのは吉田に昔あったと。それから高宮町

で高宮町の国際交流協会というのがありまして、高宮町は古くからニュ

ージーランドとの交流、あるいは昨年で終わりましたけれども、日韓交

流というような国際交流を盛んに行って、外国の方へ行ったり、あるい

は来ていただいたりということがあり、向原町は向原町でシンガポール

との交流をしておられました。しかし、今後、この国際化時代になって

くると、いろんな国の方から、例えばドイツの方からスポーツ少年団の

交流ということで、あれは去年ですか、来られましたよね。あのときは、

甲田町が今まで受けておったから、甲田町が受けてやったというだけで、

単町で皆終わっとるんですよ。それで、これではニュージーランドの訪

問団は一応市内から6人ほど来年度については派遣しようというような

計画を立てておりますが、各町から出ていただいて、そういう実際のも

のを見ていただいたりしていきたい。しかし、ホームステイは、これま

で全部高宮の方で行っておりましたから、ホームステイが全部高宮にな

ると。それでは発展性がないので、改めて国際交流協会、安芸高田市内

全体としての国際交流協会というのを立ち上げていって、そしてそれぞ

れの旧町の方から出ていったり、あるいはそれらが中心になりながら安

芸高田市全体として動きをしていただこうと。高宮の国際交流協会は今

までの伝統がありますから、それはそれでやっていただいていいんです

が、その高宮の国際交流協会も一緒に手を組んで中に入ってやっていた

だく安芸高田市国際交流協会というのを立ち上げていきたいという思い

で、わずかな金でございますけれども、5万円という事務費的な費用を

充てさせていただいて発足をさせていただきたいという思いで、この分

をつくらせてもらったというようにご理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○川角委員長  答弁を終わります。 
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 熊高委員。 

○熊 高 委 員  補助金の5ページの国際交流事業補助金が97万2,000円ぐらいあったん

ですね。高宮の国際交流協会4万5,000円、次のページへ行って海外派遣

の参加助成とか来町者受け入れ助成金とか、だから、今、教育長が言わ

れたように、昨年からひとつ輪を広げていこうという方向でやってきた

という流れがありますよね。そういった流れで市の国際交流協会を立ち

上げようという方向で立ち上げられたんだけれども、全部をまとめたに

してはえらい少ない金額に一挙になったんだなという気がしたもんです

から、だから、そこらの流れをどのように考えておられるのかというの

が今の答弁でもちょっとまだわかりませんが、そういうことが知りたい

んです。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  それぞれの今までの国際交流協会のことがありましたけれども、それ

ぞれの国際交流協会の方へは、こういうふうな方向でいかせてもらいた

いということについては、一応了解を得させてもらっておると私は受け

とめておりますし、それから新たな国際交流をやるというときに、5万

円しかないというのも寂しいんじゃないかという声だろうと思います。

確かにそういうことがありますけれども、やっぱりこれはボランティア

的なことでやって、今までも高宮町の方でもほとんどボランティア的な

形で受け入れにしてもやっていただいておるということがありますから、

そういう精神を生かすためには、余り多くない方がいいんじゃないかな

という思いもあったわけでございます。 

 以上でございます。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  ボランティアでほとんどやるというのはいいんですけども、逆に言う

たら、直営の事業をするという形に方向転換をしたんだということなら

わかるんですが、だから、必要な事業を組めば、それに事業費として出

すという方向でこういうふうに整理をされたんだというんならわかるん

だけども、そういった答弁でもないんで、とにかく後はボランティアで

やれよということじゃ、今までの活動が続くんかいなというような心配

をするんですよ。そういったところはどうですか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  苦しい答弁になりますけれども、新しく立ち上げるときに、どれだけ

の人が集まってくれるかということがまだはっきりしないままに、ただ

できるだろうと、これは間違いないという、私が何なら世話をさせても

らいますという人もおいでてもらったということもありますので、一応

何ぼか事務費だけはつけといてくれよという話がありましたから、じゃ

あというので、財政の厳しい折ですから、そのようにさせてもらいまし
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た。どんどんどんどん発展するということになりますと、補正予算でも

組ませてもらってでも前を向いていきたいと思っておりますし、実際に

交流した人は本当に喜んでおられるんですよね。私も行かせてもらいま

したけど、大変いい経験をさせてもらったと思いますので、また何かあ

るときには応援のほどをよろしくお願いいたします。 

○川角委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  いい体験をされたことが予算に反映されてないんで非常に残念ですが

ね。それはそういう方向でやろうということですから、そのときにしっ

かり皆さんが取り組むという姿勢が出ればということでしょうから、と

りあえずこれで行くんでしょう。 

 体協の関係ですが、さっきゲートボールの方を体協に組み込んだとい

うことですが、その下の体育協会補助金の下に体育協会イベント開催と

か、5つぐらいありましたね。あれがゼロに全部なってますわね。その

関係も、あそこに集約されたんかなという気がして、ちょっとお尋ねし

たんですが、そういうことじゃないんですか。 

○川角委員長  暫時休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後４時４３分 休憩 

      午後４時４５分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  再開をいたします。 

 答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  済みません。体協の補助金の内訳を申させていただきたいと思うんで

すが、430万になってます。その内訳が、今まで既存の体育協会に対し

まして306万2,000円、新春高宮虹の家族村マラソン大会が10万9,000円、

高宮駅伝競走が21万9,000円、県北招待柔剣道大会が7万4,000円、県下

剣道大会が14万6,000円、先ほど申しましたようにゲートボール協会の

15万円、これを入れますと430万という内訳になろうと思います。 

 以上です。 

○川角委員長  続いて、答弁を求めます。 

○箕越生涯学習課長  その中で、全国吉田町スポーツ交流事業というのが20万3,000円、18

年度でありましたけれども、これは廃止ということでゼロにさせていた

だきました。その他を全部一括で市の体協へ繰り入れたということでご

ざいます。このハンドボールについては直営でございまして、ゼロとさ

せていただいてます。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 ほかに質疑ございませんか。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  説明書の47ページあるいは48ページに、昨日も保育園の関係で人的業

務委託の関係をいろいろ聞きましたけども、これも事業団の方からいろ
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いろ業務委託から派遣にするという、けさほども資料の訂正がありまし

たよね。ここらについて少しお聞きをしたいというふうに思いますが、

47ページは社会教育総務管理費の6,200幾らの中に人的業務委託料が

2,982万3,000円ほどありますよね。そして、49ページに、保健体育総務

管理費の中に488万4,000円の人的業務委託というのがありますが、これ

は法令に抵触するので見直しをするということで、きょうも資料の訂正

があったわけですけども、教育委員会としての現場を預かる人として、

その実態をどのように把握をされておったのか、あるいは今後、人材派

遣にするという形の中で、そこらのことはどのように現場に周知徹底さ

れるのか、その辺について確認をしておきたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  本年度につきましては、学校給食の調理業務と学校寄宿舎の運営業務

を合わせて36名の方が、それから図書館や美術館等の公共施設の管理業

務に21名の方が、また一般行政事務業務ということで学校事務員が2名

ということで、合計いたしまして59名が現在、人的業務委託という形で

お世話になってるわけでございますけれども、それぞれ現場の責任者が

置かれておりまして、事業団の方から現場の人への指示が行われておる

ということでございますが、連携をとってやっていただいてるという点

や、事業団の方でも定期的によく現場の方にも回っていただいて状況を

把握をしていただいておるという実態がございます。 

 ただ、命令系統云々という、新聞に出ておりましたような状況になり

ますと、基本的に市の職員からの指示がないと業務ができないというこ

とも中にはありまして、そういう意味で、その現場の責任者を介してお

るだけで、市からの指揮命令が実際には発生しとるというような可能性

もあるといったような、いわばグレーな部分があるのも現状であろうと

いうふうに思います。給食調理につきましては、いざというときのため

には、責任の所在が問題になることがございますけれども、そういった

ような点につきましては、事業団の方は営業許可をとっていただいてお

りまして、保険にも入っていただいとるということでございますけれど

も、どちらが責任をとるかといったような、そういう問題が発生するこ

ともわからないというふうに考えております。 

 一番難しいのは事務事業ということであろうと思いますが、どうして

も学校事務なども校長の指揮命令を受けざるを得ないというような状況

になることも確かでございます。図書館の司書であるとか、あるいは給

食調理員さん方については、契約内容次第では可能な部分もあろうかと

思いますけれども、人材派遣ということがやはり望ましいというふうに

教育委員会としても考えております。これまでそういったことで、事業

団との連携をとりながらやってこさせていただいておるということでご

ざいますが、不安な部分もあるというのが現状でございます。 

○川角委員長  お諮りをいたします。本日の会議時間は、議事の都合によって延長し
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たいと思います。これに異議ございませんか。 

  〔異議なし〕 

 ご異議なしと認め、本日の会議時間を延長いたします。 

 続けて質疑を受けます。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  不安な部分がありますといって答弁を終わられたんじゃ、こっちはど

ういうふうに受けとめればいいのかようわからんですが、新しく方式を

やりかえるということで、きのうもいろいろ議論しましたから、そこら

の整理を早くしないと現場の方が混乱するわけなんで、我々も現場を混

乱させるためにこうやって議論しとるわけじゃなしに、きちっとした責

任体制で十分理解した上で職場体制ができるというふうにしてあげない

といけないということで言っとるわけです。だから、その辺が不安があ

ります、責任がどこにありますかわかりませんと言うんじゃ、もうすぐ

4月1日からスタートするという予算でしょう、これは。いかにも不安を

言われただけで終わったんでは、はい、わかりましたとは言えませんけ

ども、いかがですか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  これまでの制度がそういうことであったということでございまして、

次年度から人材派遣という形でやっていただければ、我々の方でも職務

内容方をきっちりと整理して、指揮命令系統もきちっといくというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  そういうふうに答えていただけりゃ、次の質問もしやすくなるんです

がね。だから、派遣にして、すべてが問題がなくなるということでもな

い部分があるんですね。やっぱり現場は正職と派遣と混在するわけです

から、だから、そこらの指揮命令とか、そういったものも含めて現場が

きちっとできるようなことをしっかり上層部から徹底をしていく、ある

いは現場の声も聞いて、しっかり現場に合うような契約内容にしていく

とか実態をしていくとかいうのをしてあげるということが一番大事じゃ

ないかなということで申し上げとるわけで、そこらはしっかり確認をい

ただきたいというように思います。きのうも言いましたが、とにかく現

場の声が伝わってないような形の中で問題も大きくなってるということ

であったというふうに思いますので、そこらはさらに確認をしておきた

いというふうに思います。あわせて次に答弁していただければいいと思

いますが。 

 次に、少年自然の家の47ページ、先ほど同僚議員もお話をしていただ

きましたが、これについては委員会でいろいろ議論をしてきた経緯があ

りますので、中身については私が申し上げるべきじゃないというふうに
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思いますので。ただ、予算がこうやって出ておりますので、その予算の

考え方について確認をしておきたいというふうに思います。少年自然の

家の管理運営費1,649万9,000円、これは先ほども今村委員が話をされた

関係もありますが、これに当然県からの派遣というのを受け入れるとい

う話でしたよね。899万円とかいうのが出ておりましたけども、予算書

か何かに。多分それじゃないかなという気がするんですが、そこらを含

めて、これに係る1年間の、半年しかやらないということですが、その

半年やって1年間で総経費は幾らかかるかというのを1点確認をしておき

たいというふうに思います。 

 それと、下の改修工事費ですが、これはプロジェクトを立ち上げて、

24日から検討していくということですが、そうであれば、改修の中身も

そのプロジェクトの中身は運営を考えるということですから、当然運営

があって施設があるわけですから、施設を先につくって、それに運営を

入れるというのは失敗のもとだというのは社会の常識ですからね、これ

は。だから、プロジェクトで運営をきちっと協議をして、その施設改修

をするということが手順としては必要大事なんで、ただ半年間でどれだ

けの議論ができるかというのは、以前、委員会の中で言いましたように、

不安がいっぱいありますね。とすれば、プロジェクトの中で研究・検討

した結果、改修というものも変わってくるというふうに思うんですね。

できるだけ財政難ですから経費を少なくするということが必要だという

視点もありましょうし、運営をしっかりするためには、それなりの改修

もあろうと。相反する部分の議論をしていかないといけないということ

ですが、それによって、きょう出されておるのは、当面委員会で検討し

てきたような中身の改修費ということですが、変わる余地があるという

ふうにお考えかどうか、お伺いをしておきます。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 沖野教育次長。 

○沖野教育次長兼教育参事  人的派遣につきましては、先ほどもおっしゃいましたように、できる

だけそれぞれの職場が正職員で固まるものなら正職員で固まるような形

での人事異動も行いながら、また現場の声を把握しながら今後、運営を

していかなければならないというふうに考えております。そういったこ

とで、私たちも努力をしてまいります。 

 それから、少年自然の家でございますけれども、今回、少年自然の家

の管理運営費ということで言いますれば、1,649万9,000円という形の中

でやっていくわけでございますけれども、これは3人の職員を人件費の

中に含めたものでございます。今回につきましては、先ほども申し上げ

ましたように、実際に運営をしながら、先ほど言ったような3点のこと

について、実際に研修をしながら、いろいろ工夫をしていくということ

で、県の方からの派遣も今回受けておりますし、生涯学習課からも行く

という形の中での取り組みをしてまいるつもりでございます。 

 そういった形の中で、実際に管理運営費がどれだけかかるかというこ



382 

とにつきましても、収入の部分を差し引いた額が私たちが考えておりま

す1,600万円以上にならないようにということで考えておるわけでござ

いますけれども、この半年につきましては、先ほど申し上げましたよう

な特別な半年であると、次年度につなげていく半年であるという考えで

おります。改修につきましては、おっしゃいましたように、改修があっ

て運営があるんじゃなくて、運営をしていく中で、いかに便利のいい、

また客を呼べる施設にしていくかという視点を持っての改修でなければ

ならないというふうに考えております。 

 そういったことで、今後、検討会議というのを持っていくわけでござ

いますけれども、今回につきましては、今のような現状の問題点と課題

を踏まえた効果的なリニューアルということを中心に、いろいろとご意

見をちょうだいしたいというふうに考えております。4月につきまして

は施設の管理運営についてということで、管理運営体制あるいは利用層

や形態の設定と、いかに利用増を図るか、収入増を推進していくための

仕掛けや方策といったような点あるいは施設の魅力アップのための運営

方法、そういったことなどについていろいろとご意見を賜り、そして5

月の段階では、市民や地域団体、企業等の施設運営への参画と連携強化

についてということで、施設を拠点とする活動の場と機会への市民や地

域等の参画と協力のあり方、あるいは施設の管理運営へのかかわり方な

どにつきまして、いろいろご協力をお願いをしながら、またアイデアを

ちょうだいしたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  聞きたいことの答えは出てきませんでしたので、ベテラン議員が執行

部が答えないのも戦略ですよと言われたんで、これ以上聞きません。答

弁しなかった、できないんだろうというふうに私は判断をさせていただ

きます。 

 次に、49ページの体育施設維持管理費の中に指定管理料1億6,268万

1,000円というふうなのがありますが、これを中心に少し中身について

お聞きしたいというふうに思いますが。まず、この間、指定管理の設管

条例のときにも総務部長には申し上げたんですが、指定管理を受ける方

も、1年間1年間の契約では長期にわたる計画ができにくいんではないか

というふうなことを申し上げたんですね。現場として、そういったとこ

ろを指定管理の期間というのをどのように受けとめておられるのか、ま

ずお聞きしたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  現段階での指定管理ということについて、発足してまだ間がないとい

うことがございますけれども、当初はどちらも指定管理ということにつ

いて、きちっとしたことの理解をするということもあって、1年契約と
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いうことがあったと思いますけれども、実際に指定管理ということにな

ると、自分の方へある程度利益がないと指定管理を受ける者はおりませ

んので、そういうことになると、ある程度の見通しが必要じゃないかと

いうようには私は思います。したがって、何年ということについて、私

もそれだけの研究はしておりませんけれども、1年では少なく指定管理

というのを受けにくいんじゃなかろうか。1年1年でチェックはするけれ

ども、やはりある程度の年数は必要じゃないかなというように思ってお

ります。何年というふうなことについて、それだけの力量はございませ

んけれども、3年ぐらいはないと見通しが、人を雇うにしましても、そ

れから利益の見通しにしましても、1年じゃ試行錯誤するだけで見通し

が立たんので、やっぱり3年でもないといけんのじゃないかのという、

何年というふうに決まったものがあったんかもわかりませんが、覚えて

おりませんので、そういうふうにとらえております。 

○川角委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  力量がないとかいって言われると、またけさのような問題に発展しま

すので、力量があると思って問うておりますので。やっぱり現場等の話

をすれば、1年じゃあ、いかにも長期計画ができませんよというふうな

話があるんですね、人材確保にしても、いろんな投資にしても。だから、

そこらがやっぱりもう1年やってきてどうだったんだろうかというふう

な話は現場とすべきじゃないかなという気がするんですね。そこら教育

長が全部把握をするということは難しいんで、担当者のところでそこら

はどのような話をされておるのか、聞かせていただいてよろしいですか。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 大川係長。 

○大川スポーツ振興係長  失礼します。指定管理者と直接日ごろの連携をとらせていただいてお

ります。そういう中で、やはり先ほど教育長さんがおっしゃられた、1

年で契約を切るという話になると、いい人材は得られないよと。あと期

間という話ですが、通常ほかの市町で聞いてみると、3年から5年が多い

よというのを聞いてます。それぐらいだったら指定管理を受けても見通

しが立てられるというのを指定管理者の方から聞いております。 

 成果については、先ほど箕越課長の方も答弁をしましたけど、運動公

園、サッカー公園とかプールにつきましては、運営会議というのを持っ

ております。そういう中で、毎月、その運営会議の中で施設の利用状況

でありますとか、不具合な点等々について協議をしながら運営をしてい

る状況であります。 

 以上です。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  指定管理者の仕様書というのを教育委員会が出して、指定管理者はそ

れに対して事業計画書というのを出しておるんですね。これも先般、資

料として全体出していただきましたから、皆さんお持ちだというふうに
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思いますが。そういったところを見ますと、例えば利用者のアンケート

とか利用者の要望を直接受けたりとか、そういうふうなことも含めてや

っぱりしっかり受けとめていきますよというのは、指定管理者も当然う

たっておるんですね。そうであれば、私も随分行きましたが、教育長に

も直接要望したりした経緯もあります。最近ちょっと顔を出してないん

ですけども、そこらがなかなか上に伝わってないというんですか、それ

から現場と教育長さんまで全部が伝わるというのはどうかというふうに

思いますが、今のように指定管理の期間にしたって非常に大事なことで

しょう、これは。だから、現場でそういう話があったんなら、教育長が

そこらを上げてきたのに対して、どういうふうな判断をされたんかとい

うふうなところは結局なかったということですよね。だから、そういう

ところが現場とやっぱりトップとの直結をした流れがないんじゃないか

ということを心配をするわけですね。だから、今後はやっぱりそこら辺

が一番大事なところじゃないですかということをご指摘を申し上げとる

んで、その辺に対してどういうふうに認識をされておるか、再度ご答弁

をいただきたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 大川係長。 

○大川スポーツ振興係長  委員さんのお話の中で、今の計画書の中にもアンケート等々をとって、

それを運営に反映するという形での事業計画になっております。そうい

う中で、プール等々につきましても、そこへ通う通常交通の便、そこら

もないとか、あるいは熊高委員さんもご指摘のパスポート等も要望もあ

りましたけど、そこらの部分について、今言いました運営会議の中でも

出てきておりますけど、そういう中で、改善という話ではないんですけ

ど、交通の便につきましても、単発ではありますけど、今回、教室を開

催させていただいて、シルバーのマイクロバスを使ったり、プールのワ

ゴン車を使って利用者を送迎をするという形もとってきました。また、

サッカー公園等々にはトレーニングジムがございますけど、そこについ

て利用時間を延長させていただいたという経緯もございます。これも補

正の中で予算も対応していただきましたから、その部分で実現をしてい

ったということもございます。 

 以上であります。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 続いて、答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  トップとの情報の流通ということでございますけれども、いろんなこ

とがあったことについての話は、私も大きなことについては聞かせても

らっております。例えばサッカー公園の開館時間をどのようにするかと

いうことについても、市民の方から要望が上がったということがありま

して、なるほどという納得のいく要望でございましたので、早速それは

開館時間を変更するというようなこともございました。 
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 それから、プールについて年間のパス券をという要望もあったんであ

りますが、これについて担当課と協議をしてから、少しでも利用しても

らう人が多いようなやり方をしなさいということについても動きはした

つもりでおりますけども、他のところとの関係ということがあって実現

をしていないというのが、私の中の一つの心のくさびになっておるとい

うことは確かにございます。 

 そのほかのことについては、大きなことがあったときには私の方に報

告がありますし、利用者の状況については3カ月に1回ぐらいデータをも

らいまして、例えば温水プールの利用状況はどうなっておるとか、ある

いはこういうふうな話があったというふうなことはありますが、定期的

にはやっておりませんので、月曜日の課長等の庁内の会議のときに、あ

る場合にはそれぞれ連携をして、それぞれの課の課題は掌握するように

しております。できるだけそういうことも頭の中に入れながら仕事をし

たいと思います。十分とは言えなかったことは反省します。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  私が言ってるのはちょっと違うんですよ。だから、そういう細かい要

望というのは当然指定管理者が受けて、お客さんに返すことでしょう。

それは指定管理者の責任でやるべきことなんです。だから、そのことを

全部教育長に上げなさいということを言ってるんじゃなしに、教育長が

されるべきことは、今の指定管理の期間とか、そういう大きなことの課

題が現場にあるんなら、そういうものが伝わってないというのが、まず

指定管理者と教育委員会との関係がうまくできてないんじゃないかと。

あるいは現場の方の指定管理者は、お客さんとは直接そういうやりとり

はやられておると思います。だから、できることできないことがあるん

で、言ったことが全部できればそれは問題ないですけど、そういうこと

はないでしょうから。そうじゃなしに、やっぱりお客さんと指定管理者

と教育委員会という関係をきちっと整理をされて、お客さんから出たこ

とが指定管理者だけでは処理できんことは、当然教育委員会に伝わるで

しょうし、そういう必要なやっぱり流れというのはしっかりされるべき

じゃないですかということなんですよ。もっと細かいことを言えば、先

ほども箕越課長が、同僚議員にどんぐり村にトレーニングに行かなけれ

ば指導者がおらんということでしたが、ここの中にトレーニング指導者

はおるんですよ。ご存じないんですか。 

○川角委員長  以上ですか。 

 答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  あのときはトレーナーという言葉をちょっとお聞きしたんで、トレー

ナーとしてはいないと。運動機器の指導員は、各それぞれ1名ずついる

という意識は持っております。 

○川角委員長  熊高委員。 
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○熊 高 委 員  各1人ずつおるんじゃなしに、これは運動公園にトレーニング指導士

が配置されるようになってますよ。ほかのところは、そういうのはおら

んですよ。よう確認して答弁してくださいよ。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  サッカー公園と運動公園にそれぞれ1人ずつ配置されております。 

○川角委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  トレーナーいうのはどういう位置づけに認識されておるんですか。 

○川角委員長  箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  私が申し上げてるのは、トレーナーでなくて公認の運動機器指導員と

いうことでございます。 

○川角委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  運動公園のトレーニング指導士というのはどういう仕事なんですか、

お聞きします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 暫時休憩いたします。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後５時２０分 休憩 

      午後５時２１分 再開 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

○川角委員長  再開いたします。 

 それでは、今、質問があったんですが、ちょっと解釈に手間取ってお

るようなんで、質問者の方から後でいいということがございましたので、

続いて質疑がありましたら。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  私は、個々のことをどうこうというつもりじゃなくて、実例を挙げて

話をした方がわかりやすいかなということで話をしたんですが。要は利

用率を上げたりとか、そういったことを計画書の中に上げてあるわけで

すね。そういう人材も配置してあるわけですよ。だから、それが十分活

用されておるんですかということを最終的には確認をしたいんですよ。

だから、やっぱり指定管理を受けた以上は、利用率のアップをするとい

うこともうたってあるわけですから、そのために必要な人材も確保しま

すよということをうたってあるわけですから、それを総合的に活用して、

いかに利用を上げていくかというのが指定管理者の責任でしょうという

ことですよ。だから、そこらを指定管理を預けた方の立場としてしっか

り管理をしてくださいよということを申し上げたいんで、その点につい

てのお考えをお伺いしたいというふうに思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 佐藤教育長。 

○佐藤教育長  確かにご指摘を受けたとおりでございます。それぞれの必要な人員を

その中に置くようにということにあるわけですから、それが機能しない
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と何のための配置なのかわからんということになりますので、そういう

面について十分機能させるように、私の方からも改めて職員に指導して

いきたいと思います。 

 以上でございます。 

○川角委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  最終的には現場の状況と直結してくださいということですから、しっ

かり実行していただきたいと思いますね、この予算を使って。だから、

予算を使うということは、それがむだにならないように、それ以上の成

果を上げるということが予算を我々がチェックするということですから、

そういった意味での観点で要望しておきます。 

 それともう1点、施設の修繕ということで、修繕の実施に当たっては、

費用が5万円未満の場合は指定管理者が、5万円以上の場合は市がそれぞ

れ費用を負担するという契約になっておるんですね。そこらで、5万円

以下の修繕とかを実際に指定管理者が修繕した例、例えばそれが何件ぐ

らいあって、合計してどのくらいになるのか、そういうような実態があ

るのかないのか、お伺いしたいと思います。逆に市が5万円以上の修理

ということになると大きな修理ですからね、それはまたいろいろ予算の

中でも出てくることでしょうから、それについてちょっと確認をしてお

きたいと思います。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  先ほどの5万円以下という修理でございますけれども、件数は何件か

あるということはお聞きしておりますけれども、実際に件数が何件ある

かというのは把握をしておりません。 

○川角委員長  答弁を終わります。 

 熊高委員。 

○熊 高 委 員  私が心配するのは、例えば緊急の修繕でなかったら、5万円以下のも

のを何ぼか積み上げて20万ぐらいにして修繕してもらうということもあ

るでしょうし、そのことによって、素早く修繕しなければいけんことが、

お客さんに対して不便をかけるようなことになったら、結局お客さんに

迷惑をかけるでしょう。だから、そういう実態がないかどうかというこ

とを危惧して今のことをお尋ねしたんで、そういったことはないですね、

お尋ねします。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  逆に言えば、5万円以上の分についてはその都度事業団の方から協議

をされますので、できるだけ、予算がすぐに伴わないということが多い

もんですから、これは予算を計上してからということになりますけれど

も、それは教育委員会の方として対応させていただいてるということで

ございます。 

○川角委員長  熊高委員。 
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○熊 高 委 員  逆に5万円以下の修繕費用とか、そういったものを事業団はどのくら

い見積もりをしとるんですか、年間。 

○川角委員長  答弁を求めます。 

 箕越生涯学習課長。 

○箕越生涯学習課長  施設によっては異なるとは思いますけれども、10万円ぐらいだという

ことはお聞きしております。 

○川角委員長  ほかに質疑ございませんか。 

  〔質疑なし〕 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑は終了いたします。 

 以上で本日の審査日程は全部終了いたしました。 

 次回は、3月19日午前10時から開会をいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。ご苦労さんでした。 

   ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

      午後５時２７分 散会 

 


